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序

粕川村は、群馬県を代表する山である赤城山の南麓中央に位置しております。風光明媚なこの

地域は、古来より人間の生活の舞台として様々な形で利用されて来た地域であると言われており

ます。

この我が粕川村は、村の基幹産業である農業の近代化を目指しての構造改善を図るため、昭和

53年からほぼ全村を対象として県営圃場整備事業に着手したのです。この事業により村の姿は

色々な面において一新されることとなりました。

この圃場整備事業によって、古来からの村の景観は一変してしまいました。しかし、一方では、

この事業によって多くのこれまで知られていなかった粕川村の古代の人々の暮らしの一端を知る

ことが出来たのです。それは埋蔵文化財の発掘調査による大きな成果であります。

この埋蔵文化財の発掘調査による成果の蓄積もすでに９年にも及び、その量は膨大なものがあ

ります。

ここに報告する『堤頭遺跡』は昭和55年度の県営圃場整備事業に係る緊急発掘調査によって発

見されたものです。繩文時代から平安時代にかけて連綿と営まれた集落の吐であり、特に、この

遺跡から検出された弥生時代の終わりから古墳時代にかけての集落は、赤城山南麓の初期の農耕

集落であり、それは正に、現在の「農業粕川」の基盤を成すものではないでしょうか。

調査にあたり調整の労を取って戴いた地元土地改良区の役員の皆さん、また、地元土地所有者

の皆さんには心よりお礼１１~'し上げます。また、酷寒の中、発掘調査に参加協力戴いた方々にもお

礼を添たいと思います。

最後に、ここに公表する成果が多くの人達に活用されることを祈念して序と致します。

粕川村教育委員会

教育長中嶋茂美



例□
つつみかしら

1．本書は昭和55年度粕111地区県営圃場整備事業第７工区に係る埋蔵文化財『堤頭遺跡』の発掘調査報告

書である。
ひといちつつみかしら しもひがしたなぽいしきり

2．堤頭遺跡は群馬県勢多郡粕lll村大字一日市字堤頭211番地他及び同大字下東田面字石切290番地他に所

在する。なを、発掘当初は堤頭遺跡、石切遺跡と区別して呼称していたが、今回の報告にあたり『堤頭遺

跡』と総称することとした。なを、遺跡の略称は堤頭地区Ｆ４，石切地区Ｆ５である。

3．発掘調査は昭和55年10月２日から昭和56年１月22日まで実施した。また、整理作業は昭和62年４月６日

から昭和63年１月29日まで行った。

4．発掘調査は粕川村教育委員会が昭和55年度国庫補助金及び群馬用水土地改良事業所委託金の一部を使用

して実施した。また、整理作業は昭和62年度国庫補助金の一部を使用して行った。

5．調査は粕川村教育委員会の直営事業であり、｜司教育委員会文化財担当小島純一が担当した。なを調査参

加者は以下の通りである。

新井政雄尾上三笠原磯寿金子金三郎鎌塚栄太郎真藤佐太郎瀬戸徳三田島梅三立川誠三郎

長瀬信吉根岸利久星野勇松村捷代松村徳治天川くに子天)||せん天田モト石川紀恵

小沢富江恩田ハツノ篠原芳江田島禮子登山サダ中島あぐり中野ヒロ子長瀬トモ長瀬久子

長瀬政子茂木邦子茂木芳子

６資料整理及び報告書作成には以下のものが参加した。

笠原嘉子鈴木幸子田島洋子中島あぐり

吉沢てい子

7．調査組織及び事務局は以下の通りである。

調査組織

粕川村教育委員会

教育長金井久雄

事務局長白石高士(昭和58年７月転出）

係長坂本実(昭和62年７月転出）

主事武井修一(昭和57年４月転出）

調査担当小島純一

報告書作成事務局

粕川村教育委員会

教育長金井久雄(昭和62年９月退任）

中嶋茂美(昭和62年10月就任）

事務局長羽鳥武男(昭和61年７月着任）

係長小林進(昭和62年７月着任）

派遣社会教育主事

横沢克明(昭和62年４月着任）

文化財担当小島純一

８．発掘出土品についてはすべて粕川村教育委員会で保管している。

９．調査から整理にかけて、多くの方々から御指導、御助言を賜った。心より感謝申し上げます。



凡例

1．本書の挿図に使用した方位記号は磁北を示す。調査に使用したグリッド基準線は国家座標を使用してい

る。

２本書で使用した地形図は図l国土地理院20万分の1「宇都宮｣。図２国土地理院2.5万分の１「鼻毛

石」を使用している。

3．本書の遺構平面図の縮尺は１／80、遺物実測図の縮尺は１／６，写真図版の遺物は１／６である。また、

遺物写真中の番号は地区名、遺構番号、図版番号を示している。

４本書の遺物観察表の法量の欄は、特別の記述がないかぎり、上から器高、口径、底部径をそれぞれ示し

ている。
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Ｉ発掘調査の経緯

発掘調査の経緯Ｉ 

昭和55年度のliE1場整備事業は、粕川村の南東

部にあたる第７工区内（田面地区）を対象とし

て実施された。この工事対象区域内には前田遺

跡、一日市城跡、堤頭遺跡、石切遺跡の４遺跡

が確認されており、緊急発掘調査の対象となっ

た。（図２)発掘調査は、国庫補助金及び群馬県

委託金の一部を使用し、粕川村教育委員会が直

営事業で実施した。

調査は圃場整備工事に先行して、４月より前

田遺跡に着手し、一日市城跡、堤頭遺跡、石切

遺跡へと順次進行して行った。

本報告の堤頭遺跡は昭和55年１０月２日より発

掘調査に着手し、昭和56年１月22日まで調査を

行った。調査面積は8000m２，調査参加人員は延

べ1690人である。

なを、当初は堤頭遺跡（Ｆ４)、石切遺跡（Ｆ

５)とそれぞれ別の遺跡名を付けて呼称していた

が、報告書作成の段階で「堤頭遺跡」に統一し

た。

粕)||村は、昭和53年度から昭和62年度までの

10年間にわたって全村の約70％の耕地を対象と

して、県営圃場整備事業が行われ、ほぼその面

工事も終了しようとしている。

この間、教育委員会は昭和54年度から埋蔵文

化財の専門職員を採用し、開発によって破壊を

受ける遺跡への記録保存を前提とした発掘調査

を開始した。すでに、これまでに発掘調査を実

施した遺跡は50遺跡を数えようとしている。し

かし、この10年間に整理作業が終了し正式報告

書を刊行できたものは３冊、概報を含めてもわ

ずかに７冊である。

このような中で、埋蔵文化財発掘調査の本来

の目的の一つである万人が活用できる資料の公

表をめざし、これまでの発掘調査遺跡の本報告

をここに数年間にわたって公表して行こうと考

える。

今年度は、昭和55年度県営圃場整備事業に係

る発掘調査報告(2)として「堤頭遺跡」の発掘調

査報告書をここに刊行する。

堤頭遺跡

一日ilj城１１k

関後遺跡

前}１１遺跡

'4|音寺遺跡

天笠南遺跡

峯岸遺跡
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Ⅱ堤頭遺跡の位置と周辺の地形

堤頭遺跡の位置と周辺の地形Ⅱ 

形面の上を関東ローム層が厚く覆っている。

一方、扇状地形は村の中央部から南西部に広

がっている。この地域は比較的起伏が少なく、

水田が良く発達している。また、扇状地内には

独立丘状にローム台地が確認できる。一部では

関東ローム層の上を扇状地の構成物である砂壌

土が覆っていることが確認されている。

堤頭遺跡はその扇状地面に残る洪積台地上に

ある。遺跡地の中央部にある谷地は山麓開析に

よって形成されたものが、その後の扇状地形成

期に河川化し、中世以降一部では人力によって

河川改修を受け､谷地化したものと考えられる。

堤頭遺跡は、粕川村の南東部、大字一日市字

堤頭と大字下東田面字石切に所在する。粕川村

内を東西に横切る県道桐生・大ilill・前橋線と_'二

毛電鉄が交差する膳駅から南に約1.51(mで､新里

村、赤堀町との町村界近くに位置している。遺

跡の標高は153ｍである。

粕川村の地形は、大きく赤城'11の裾野地形と

粕川等の河111による扇状地形とに分けることが

できる。

赤城山の裾野地形は粕川村の北部から東部に

かけて良く残っている。その特徴は、いわゆる

「馬の背状」と形容される幅の狭い尾根とそれ

と平行する開析谷に代表され、赤城山の火山原

’ 
、
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図３堤頭遺跡1,11辺の地形Ｓ＝l/４，()()(）
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１．基本土層

発掘調査の概要Ⅲ 

1基本土層

基本土層は、遺跡を堤頭と石切との二つの小

字に分けている谷地周辺と、その外縁部ではか

なり異なっている。

谷地周辺桑畑として利用されていた。

Ｉ層：耕作士。灰褐色士で、軟らかく、サラサ

ラしている。１１層：褐色士。浅間山Ｃ軽石(ＡＳ

Ｃ）及び榛名ニッ岳軽石（FP）粒を含む。耕作

による攪乱がこの層までおよび部分的に存在す

る。Ⅲ層：黄褐色士。砂壌士。谷地周辺にのみ

確認できる。灰褐色士と黄褐色土が斑状になっ

ている。粕川村内の扇状地では一般的に確認で

きる。Ⅳ層：茶褐色士。粘性が強い。部分的に

砂壌土を含む。

谷地外縁部桑畑として利用されていた。

Ｉ層：耕作土。褐色士。Ⅱ層：黒褐色士。浅間

山Ｃ軽石（ＡＳＣ）及び榛名ニッ岳軽石（ＦＰ）粒

を含む。古墳時代以降の住居跡等の遺構埋士に

一般的に認められる｡H1層：黄褐色士｡関東ロー

ム層である。上部には浅間白糸軽石（A-SP)粒

が確認できる。以下は一般的な洪積台地の層序

と同様である。

２．調査された遺構

発掘調査によって検出された遺構は、縄文時

代前期の住居１軒、弥生時代後期から古墳時代

前期にかけて、赤城山南麓地域に特徴的な土器

群である赤井戸式土器の良好な一括資料を出土

した住居13軒、古墳時代前期のＳ字状口縁台付

き甕を伴う一括資料を出土した住居１軒、古墳

時代中期の住居7]軒、古墳時代後期の住居３軒、

奈良・平安時代の住居30軒、古墳時代前期の遺

物集中区１ケ所、古墳時代中期の遺物集中区２

ケ所、時期不明の井戸２基、同じく時期不明の

溝３条、遺構を伴わない蓄銭1ケ所であった。

（１）住居趾

Ｆ５－１５号住居趾（図５，図24、ＰＬ２）

位置石切地区の北西部。Ｂｈ－３３ｏｌ６住に－

部を切られている。

形状ほぼ正方形。壁は緩やかに立ち上がる。

長辺４３ｍ×短辺4.2ｍ・

面積16.4m？方位Ｎ－７ｏ－Ｗ

床面ローム土を40cmほど掘り込んで床面とし

ている。堅く、良く締まっている。

炉祉中央やや北よりに設けられた埋甕炉であ

る。埋甕は、口縁部や底部の欠損した深鉢３個

を使用していた。

柱穴５個の柱穴が検出された。柱穴はほぼ四

隅に規則的に配されており、１個のみ炉祉の近

くにある。各柱穴の規模は、Ｐ,径58×深さ64cm、

Ｐ２４０×８１ｃｍ、Ｐ３３４×８２ｃｍ、Ｐ４４０×５３ｃｍ、

Ｐ534×２１cmである。

周堀検出されなかった。

遺物遺物の大部分は床面より浮いた状態で出

土している。図２４－１．５．６は埋甕である。

（遺物観察表：ｐ39）

中央谷地周辺 遺跡外縁部
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Ⅲ発掘調査の概要

備考住居肚埋土は､非常に堅い褐色士である。

本住居は住居牡に直接付設する埋甕から諸磯

ａ式期のものと考えられる。

Ｆ４－２号住居趾（図５－２，図２５－８～10）

位置堤頭地区の最も北に位置している。Ａｘ

－８ｏ－部を溝によって切られている。

形状やや南北に長い方形を呈する。上部から

の攪乱により壁の残りは悪い｡長辺6.7ｍ×短辺

５．７ｍ・

面積36.8㎡方位Ｎ－２Ｌ５ｏ－Ｗ

床面黄褐色の砂壌土を床面としている。攪乱

により一部不明瞭。

炉阯北壁よりの中央に位置している。挙大の

礫７個を持った地床炉である。焼土は礫の周辺

には確認されなかったが、やや離れた所でブ

ロック状に検出された。

柱穴４個の柱穴が検出された。柱穴はほぼ四

隅に規則的に配されていた。各柱穴の規模は、

Ｐ,径34×深さ95cm、Ｐ232×69.7cm、Ｐ335×４３

cm、Ｐ441×74.8cmである。

遺物３点の遺物がほぼ床面に密着の状態で出

土した。（遺物観察表：ｐ40）

備考周堀、貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ４－４号住居趾（図６－１，図２５－１～７，

ＰＬ､13） 

位置堤頭地区の北。２号住の南に位置してい

る｡Ａｚ－６ｏ３号住によって－部を切られている。

形状ほぼ正方形を呈する。住居阯の堀込みは

深く、壁はほぼ垂直に立ち上がる。長辺3.4ｍ×

短辺３２ｍ・

面積9.6m？方位Ｎ－４８ｏ－Ｅ

床面茶褐色士を床面としているため、全体に

堅い。

炉趾周溝は検出されなかった。

柱穴２個が確認された。各柱穴の規模は、Ｐ，

径26×深さ20cm、Ｐ242×20cmである。

遺物図６－１．４は床面よりやや浮いた状態

で出土したが、他は床面密着で出土している。

（遺物観察表：ｐ40,41）

備考貯蔵穴は住居牡南東隅に確認された。平

面形は円形で、規模は径50×深さ45cmである。

Ｆ４－６号住居阯（図７－２，図２６－１～９、

ＰＬ、３．１３）

位置堤頭地区の北、４号住居壮の南東に位置

する。Ｂｂ－６ｏ－部を１２号住居吐によって切

られている。

形状やや南北に長い方形を呈する。壁はほぼ

垂直に立ち上がる。長辺5.4ｍ×短辺5.0ｍ

面積26.9m？方位Ｎ－３９ｏ－Ｗ

床面堅く、叩き締められている。

炉阯住居壮北西壁よりの中央部、主柱穴を結

ぶ線よりも外に設けられている。挙大より大き

めの礫２個を配した地床炉である。炉内には焼

土と灰が顕著に認められた。

柱穴４個の柱穴が、ほぼ四隅に規則的に検出

された｡各柱穴の規模は、Ｐ,径36×深さ62.2cm、

Ｐ234×８２．３cm、Ｐ349×３２．３cm、Ｐ438×５８．２ｃｍ

である。

周堀検出されなかった。

遺物ほとんど総ての遺物は床面密着の状態で

出土した｡特に､住居吐南隅からの出土が多かっ

た。遺物の出土状態をみると立位の状態で置か

れていたものが多い。（遺物観察表：ｐ41,42）

備考貯蔵穴は検出されなかった。住居吐南隅

からは灰白色粘土の固まりが検出された。

Ｆ４－１３号住居趾（図６－３，図25-22～30、

ＰＬ４－ｌ） 

位置堤頭地区、６号住居壮の南に位置し、１２

号住居illと接している。Ｂｄ－６ｏ

形状南北に長い長方形を呈する。壁は垂直に

立ち_上がる。長辺4.9ｍ×短辺3.9ｍ・

面積l8311f方位Ｎ－５１ｏ－Ｅ

床面堅く叩き締められている。

炉阯住居吐北中央部に位置している。挙大の

礫１個を配した地床炉である。炉内には焼土が

顕著に認められた。

柱穴２個の柱穴が確認された。２個の柱穴は

住居の中央部に南北にならんで確認された。各

６ 



２．調査された遺跡

位置堤頭地区のほほ中央部に位置している。

すぐ北には14号住居吐がある。Ｂｅ－ｌＯｏ

形状南北に長い長方形を呈する。壁は垂直に

立ち上がるが浅い。長辺7.7ｍ×短辺6.3ｍ・

面積５０４，２方位Ｎ－ｌｌｏ－Ｅ

床面比較的柔らかく、不明瞭であった。

炉jLl上住居111北壁寄り中央部に位置している。

挙大の円礫を持つ地床炉である。焼土は薄い。

柱穴４本の柱穴が規則的に配されている。各

柱穴の規模はＰ,径30×深さ57.8cm、Ｐ235×58.

3cm、Ｐ336×５７cm、Ｐ429×60.8cmであった。

周堀検出されなかった。

遺物図２７－１４．１５．１８，図２８－７は床面より

やや浮いた状態で出土している。他は床面密着

である。（遺物観察表：ｐ44～46）

備考貯蔵穴は南壁中央部やや西に検出され

た。平面形は円形で、規模は径50×深さ572ｃｍ

である。

Ｆ４－１９号住居趾（図８－１，図２６－１４．１５）

位置堤頭地区の北、４号住居11tの西に位置し

ている。Ａｙ－９ｏ

形状下辺を四にした不整形な台形状を呈す

る。床面は不|ﾘ11原であり、炉ilL柱穴、周堀は

検出されなかった。長辺2.3cm×短辺1.9ｍ･

面積６．０，２方位Ｎ－３０ｏ－Ｅ

遺物床而密着の状態で出土した。（遺物観察

表：ｐ46）

Ｆ４－２６号住居趾（第４図２，図２６－１６．１７）

位置堤頭地区の南、２４号住居ilLの南に位置し

ている。Ｂｐ－ｌＯｏ

形状ほぼIF方形を呈する。壁は緩やかに立ち

｣ｭがる。長辺3.6ｍ×短辺3.5ｍ

面積ｌ３１ｎｆ方位Ｎ－７８ｏ－Ｗ

床面部分的に昭い部分があるが、全体に軟弱

である。

炉阯住居['１央よりやや北西に位置している。

地床炉で、焼土は顕著に認められた。

柱穴４個の柱穴が確認されたが、その配置は

不規則で、柱穴の規模も小さい。Ｐ,径30×深さ

柱穴の規模は1),径28×深さ40cm、Ｐ226×60ｃｍ

であった。

周堀検出されなかった。

遺物ほとんどが床面密着の状態で出土してい

るが完形品が無く、すべて破片での出土である。

（遺物観察表：ｐ42,43）

備考貯蔵穴は住居東壁の中央部にある。中に

は焼土及び灰が確認された。平面形は円形、規

模は径79×深さ20cmである。また、本住居阯に

は、北壁よりの二隅に、それぞれ面積21,,2,1.

5,f程で､他の床面よりも３cm程高くされたベッ

ド状遺構が付設されている。

Ｆ４－１４号住居吐（図８－３，'又'２７－１～１３、

ＰＬ、４－２．３）

位置堤頭地区の北、13号住居ilLの西側で１６号

住居牡の北側に位置している。Bc-lO･

形状やや南北に長い方形を呈する。壁はほぼ

垂直に立ち上がるが浅い。長辺5.6ｍ×短辺4.9

111 

面積26.6m？方位Ｎ-43.5.-Ｗ

床面住居｣tlL中央部がやや高くなっている。床

iiHiは堅いが､叩き絞められているほどではない。

炉｣ｕＬ住居111北壁寄りの中央部に位置してい

る。柱穴を結ぶ線よりも外に位潤している。焼

土は顕著に認められた。

柱穴４個の柱穴がほぼ四隅に規則的に検出さ

れた。各柱穴の規模は、Ｐ,径44×深さ69.4cm、

Ｐ234×７１，ｃｍＰ329×７３．８ｃｍ、ＰＩ４３×７１．２ｃｍで

ある。

周堀検出されなかった。

遺物図２７－２．６．９．１０は床而よりやや浮

いた状態で出土している。他の遺物はほぼ床面

密着の状態で出土している。特に南壁寄りに遺

物の出土は集中していた。遺物のⅡ}二ｔ状態では

|司図２．３が立位で出土している。（遺物観察

表：ｐ43,44）

備考貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ４－１６号住居趾(図９－１，図27-14～21,図

２８－１～８，ＰＬ５） 

７ 



Ⅲ発掘調査の概要

17.5cm、Ｐ238×２９．７cm、Ｐ343×５Ｌ４ｃｌｌｌ、Ｐ439×

25.1cmであった。

遺物完形品はなく２点が床面密着の状態で検

出された。

備考壁周堀、貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ４－２８号住居趾（第６図､図２８－１９．２０､Ｐ

Ｌ６－ｌ） 

位置堤頭地区の南、３０号住居杜の北に位置し

ている。Ｂｔ－１４ｏ

形状東西に長い長方形を呈する。住居趾の掘

り込みが深く非常に残りが良い｡長辺5.3ｍ×短

辺4.4ｍ

面積24.7m？方位Ｎ-63.5.-Ｗ

床面非常に堅く、叩き締め状で、住居中央部

が他に比べやや高くなっている。

炉阯地床炉で、２０cm程の長さの細長い炉石を

持つ。長辺よりの柱穴を結ぶ直線上のほぼ中央

に配されていた。

柱穴４個の柱穴が検出された。いずれも、規

則的に住居の四隅に位置している。Ｐ,径32×深

さ７１６cm、Ｐ246×６７CII]、Ｐ335×６８cm、Ｐ４３６×

57.8cmである。

遺物遺物の出土量は極めて少なく、２点の遺

物が住居の南西部壁よりの床面直上から検出さ

れた。（遺物観察表：ｐ49）

備考周堀、貯蔵穴は検出されなかった。住居

吐南西の一部を時期不明の井戸阯によって切ら

れている。

Ｆ４－３２号住居趾（図９－２，図２８－９～18、

ＰＬ、６－２）

位置堤頭地区の発掘地区中最も南に位置して

いる。３１号住居杜と接している。Bx-18・

形状南北に長い長方形を呈する。壁はほぼ垂

直に立ち上がる。長辺5.0ｍ×短辺４２ｍ

面積19.5m？方位Ｎ－３４５ｏ－Ｅ

床面堅く叩き絞められ、ほぼ平坦である。

炉阯住居吐北の柱穴を結ぶ直線上の中央に位

置している。地床炉で、長さ30cmほどの炉石を

持つ。また、炉吐上面には図28-17が潰れた状

態で出土している。

柱穴規則的に住居牡の四隅に配された４個の

柱穴が検出された。Ｐ,径30×深さ43.5cm、

Ｐ231×４６．１cm、Ｐ333×５１．２cm、Ｐ430×５２．２cm・

遺物図28-16は床面より１０cmほど浮いた状態

で出土した。他の遺物は、ほぼ住居祉床面密着

の状態で出土している。（遺物観察表：ｐ48）

備考周堀は検出されなかった。貯蔵穴は住居

11ｔ南壁の中央やや西隅よりに検出された。平面

形は円形で、規模は径53×深さ715cmである。

Ｆ５－８号住居趾（図７－１，図25-11～

21） 

位置石切地区の北東部、Ｂｊ－２７ｏ

形状南北に長い長方形を呈する。住居上面の

攪乱により、壁の立ち上がりは浅い。長辺8.2

ｍ×短辺5.4ｍ

面積４５２，２方位Ｎ－２５ｏ－Ｗ

床面堅く、叩き絞め状の床であるが、北西部

分は不明瞭であった。

炉阯住居東側の長辺で、柱穴を結んだ直線よ

り壁側の中央やや南に位置している。地床炉で

挙大の炉石を持つ。焼土は顕著であったが灰層

は確認できなかった。

柱穴規則的に配された４個の柱穴の外に、南

北に１個づつの柱穴が検出された。Ｐ,径39×深

さ７１clll、Ｐ236×８１．４cm、Ｐ355×８１.lcln、Ｐ438×

76.4cm、Ｐ528×６６cm、Ｐ628×９０．５ｃｎｌｏ

遺物住居ilL南西隅及び南辺よりに集中して検

出された。総て床面密着の状態で出土した。（遺

物観察表：ｐ47,48）

備考壁周堀は東壁下のみで検出された。巾１８

ｃｍ×深さ２～４clllであった。貯蔵穴は南壁寄り

の中央やや西に位置している。平面形は円形、

規模は径50×深さ83.1cmであった。

Ｆ５－２５号住居趾（図６－２，図26-10～

１３） 

位置石切地区の東中央部に位置している。２４

号住居吐に接している。Ｂｐ－２５ｏ

形状不整形な隅丸の長方形を呈する。壁の立

８ 



２．調査された遺跡

面積１９２ｍ？方位Ｎ－７６ｏ－Ｅ

床面ローム土を床面としているが、不明瞭で

ある。

竈阯北壁中央部に位置していたものと考えら

れる。袖部は細長い礫を４～５個立位に並べる

ことによって形作られている。周辺から白色粘

土が－部検出されたことから礫の上を白色粘土

によって薄く被覆したものと考えられる。竈本

体は総て壁内側に作り付けられている。煙道は

検出されなかった｡支脚は高坏の一部欠損品(図

３１－４）を転用し、伏せた状態で使用している。

柱穴住居ｶﾋ正面の竈やや東に１個が検出され

た。径54×深さ45cm・

遺物総ての遺物が床面直上で出土している。

（遺物観察表：ｐ53～54）

備考貯蔵穴、周堀は検出されなかった。

Ｆ４－１２号住居趾（図１１－１、図３１－７～21、

ＰＬ、８－１．２）

位置堤頭地区の北東部に位置し、６号、１０号、

13号住居趾と接している。Ｂｄ－６ｏ

形状ほぼ正方形を呈する。壁は垂直に立ち上

がる。長辺７５ｍ×短辺7.4ｍ･

面積54.0m？方位Ｎ－８０ｏ－Ｅ

床面堅く、叩き絞め状を呈し、ほぼ水平に整

えられている。

炉阯住居吐の中央やや北西よりに位置してい

る。地床炉であるが、焼土が僅かに認められた

のみで灰層等は確認できなかった。

柱穴住居趾の四隅に規則的に配された４個の

柱穴が検出された。Ｐ,径40×深さ75cm、Ｐ236×

81.6cm、Ｐ238×８６cm、Ｐ442×７８cm・

遺物床面直上及び貯蔵穴内から多くの遺物が

出土した。図３１－７．８．１２は床面から15cm程

浮いた状態で出土した｡(遺物観察表：ｐ54,55）

備考貯蔵穴は住居吐南壁中央やや東に検出さ

れた｡隅丸の方形で規模は径１００cm×深さ46cmで

あった。底面からは図３１－１３．１８．２０．２１など

の遺物が出土した。

Ｆ４－１７号住居趾（図１１－２，図３２－１～８，

ち上がりは不明瞭で、u状を呈する。また、床

面も不明瞭であり柔らかい。炉阯や柱穴、貯蔵

穴、周堀などは検出されなかった。長辺2.6ｍ×

短辺19ｍ・

面積3.9m？方位Ｎ－３９ｏ－Ｅ

遺物５点の遺物が床面と考えられる面よりも

やや浮いた状態で、まとまって出土している。

（遺物観察表：ｐ50）

Ｆ５－１号住居趾（図１０－２，図29～図３１－

１～４，ＰＬ、７）

位置石切地区の西端に位置している。Ｂｆ

－４４ｏ 

形状整った隅丸方形を呈する。壁は垂直に立

ち上がる。長辺５０ｍ×短辺4.8ｍ・

面積２５１ｍ？方位Ｎ－ｌＯｏ－Ｅ

床面堅いが叩き絞め'犬とはなっていない。住

居壮中央部がやや高く作られている。

炉阯住居吐北壁側の中央東よりで、柱穴を結

ぶ直線よりやや内側に位置している。地床炉で

あり、焼土のみ薄く確認できた。

柱穴規則的に配された４個の柱穴と南壁より

に１個の柱穴が検出された。Ｐ,径23×深さ５４

ｃｍ、Ｐ226×８２cm、Ｐ324×６４ｃｍ、Ｐ424×６８cm、

Ｐ566×４０cm・

遺物図２９－３及び図３１－４は床面よりlOcm程

浮いた状態で出土した。他の遺物は床面密着の

状態で検出されている。遺物は北壁よりに集中

して分布していた。（遺物観察表：ｐ50～53）

備考貯蔵穴は住居阯北東隅に検出された。平

面形は円形で､径132cm×深さ24cmである。周堀

は壁に沿って全周する。周堀幅20～28ｃｍ×深さ

６～１０cmである。住居iltの西側を－部、南北に

時期不明の溝によって切られている。

Ｆ４－１１号住居趾(図１３－２，図31-1～６）

位置堤頭地区の北東部に位置している。平安

期の10号住居杣に切られている。Ｂｆ－３ｏ

形状不整形な長方形を呈する。住居東側の壁

を除いて、他の壁は不明瞭であった。長辺5.2

ｍ×短辺3.6ｍ。

９ 



Ⅲ発掘調査の概要

ＰＬ、９）

位置堤頭地区の北東部に位置している。１６号

住居杣の東にあたる。Ｂｈ－８ｏ

形状南北に長い長方形を呈する。壁は緩やか

に立ち上がる。長辺5.2ｍ×短辺３９ｍ・

面積18.0m？方位Ｎ－８ｏ－Ｗ

床面柔らかく、比較的不明瞭である。

竈阯東壁の南部分に付設されている。長さ

20～30cm大の細長い礫を立位に使用して袖部を

形作っている。また、焚口部分は大型の礫を用

いて、鳥居状に形作られていたものと考えられ

る。支脚には高坏の欠損品を伏せた状態で転用

している。竈内には焼土が顕著に認められた。

柱穴、周堀は検出されなかった。

遺物総ての遺物が詣吐、及びその周辺の床而

直上から出土した。図３２－８は竈１１１２内、５は支

脚として転用されていたものである。(遺物観察

表：ｐ56）

備考貯蔵穴は住居吐北四隅に検出された。平

面形は円形で、規模は径74×深さ36cmである。

Ｆ４－２２号住居趾（図12-1,図３２－９～13、

ＰＬ､１０－１） 

位置堤頭地区のほぼ｢１１央部に位置している。

Ｂｌ－ｌ２ｏ 

形状東西に長い長方形を呈するが、やや東壁

が歪んでいる。壁は垂直に立ち上がる。長辺7.

7ｍ×短辺5.4ｍ・

面積30.4m？方位Ｎ－８１ｏ－Ｅ

床面部分的に堅いところと軟弱な部分があり

凹凸が激しい。

炉阯住居吐東壁よりに焼土の分布が－部でみ

とめられたが、炉吐とは言いがたい。

柱穴４個の柱穴が検出された。西壁よりに壁

と平行に並ぶ２個と、東壁よりの中央に１個、

住居吐中央部に1個が検出された。Ｐ,径50×深

さ４２clll、Ｐ238×４９cm、Ｐ384×６５cm、Ｐ450×４７

ｃｍｏ 

遺物総ての遺物は床而に密着の1犬態で出土し

た。（遺物観察表：ｐ56,57）

備考周溝は検出されなかった。貯蔵穴は東壁

のほぼ仁'１央部に平面形が円形のものと南壁の'１］

央やや東よりに平面形隅丸方形のものが検出さ

れた｡規模はそれぞれ径46×深さ60cm､長辺82×

短辺52×深さ55cmである。

Ｆ４－２９号住居趾（図１２－３，図32-14～１９）

位置堤頭地区の南に位置している。Bs-l5・

形状住居趾の北西部が撹乱により不明であ

る。長辺5.0ｍ×短辺2.8ｍ（現存長）

面積107m？方位Ｎ－６１ｏ－Ｗ

床面堅く111]き絞められているが南部分は柔ら

かい。

炉jLl上現存部分では検出されなかった。

柱穴２個の柱穴が確認された。それぞれ規則

的に配されている。Ｐ,径34×深さ66cm、Ｐ234×

６４cm・

遺物６点の遺物が検出されたがいずれも床面

密着の状態で出土している。(遺物観察表：ｐ

57） 

備考貯蔵穴は検出されなかった。周溝は現存

部分では全周するものと考えられる。周溝巾

12～34cm、深さ４～９cmである。

Ｆ４－７号住居趾（図１２－２）

位置堤頭地区の北部、６号住居iltに接してい

る。Ｂｃ－８ｏ

形状東西に長い長方形を呈する。壁は垂直に

立ち_上がる。長辺3.0ｍ×短辺2.5ｍ・

面積６．７，２方位Ｎ－５５ｏ－Ｗ

床面堅くしっかりしている。

備考流ilt、柱穴、周堀は検出されなかった。

遺物は小破片が少量出土したのみであった。

Ｆ４－３０号住居阯（図１４－４）

位置堤頭地区の南部、２９号住居杣の南に位置

している。

形状東西に長い隅丸の方形で、台形状を呈す

る。長辺４９ｍ×短辺４１ｍ・

面積l91nf方位Ｎ－７２ｏ－Ｗ

床面住居illi中央部は叩き締められているが周

辺はやや柔らかい。

1０ 



２．調査された遺跡i

cm程残存し、茶褐色の粘土を用いて構築されて

いる。右袖部分には長胴甕を伏せて補強材とし

て使用している。燃焼部は''1扇50cm、奥行き60ｃｍ

で壁の内側に作られている。煙道部は燃焼部か

ら60.立ち上がり、壁よりも50cm程外に出る。

柱穴５個の柱穴が検出された。住居牡のほぼ

対角線上に規則的に並ぶ４個と西壁中央に１個

が確認された。Ｐ,径36×深さ56cm、Ｐ250×７５

ｃｍ、Ｐ334×５６Ｃｌ】]、Ｐ４４２×５６cm、Ｐ556×６０cm・

遺物竈周辺、住居ill北東隅、住居吐中央の床

面に密着の状態で出土した。図34-15は竃袖部

の補強材として使用されたものである。(遺物観

察表：ｐ59～61）

備考貯蔵穴は住居壮南東隅に検出された。不

整形な円形を呈し、径90ｃｍ×深さ58cmを測る。

周堀は検出されなかった。

Ｆ５－１１号住居趾（図１７－１，図３５－３～１０、

ＰＬｌＯ－３） 

位置石切地区の北部中央に位置している。

Ｂｍ－２８ｏ 

形状ほぼ正方形を呈する。住居i''二の掘り込み

が深く、壁はほぼ垂直に立ち上がる。長辺３１

ｍ×短辺2.7ｍ・

面積6.9,2方位Ｎ－ｌ３ｏ－Ｗ

床面特に堅い面がなく、不明瞭である。

竈阯南東隅に設けられている。焼土、粘土等

は認められず、住居壁も全く焼けていない。袖

石と考えられる石が２個検出された。

遺物図35-12は北東隅で出土したが、他の遺

物は総て竈吐周辺でまとまって出土した｡(遺物

観察表：ｐ61,62）

備考貯蔵穴､柱穴､周堀は検出されなかった。

Ｆ４－３号住居趾（図１６－１，図35-12～

14） 

位置堤頭地区の北部、４号住居趾を切ってい

る。Ａｙ－７ｏ

形状ほぼ正方形を呈する。壁は直線的である

が､東壁は西壁にたいしてやや開きぎみになる。

長辺3.6ｍ×短辺3.3ｍ。

備考竈吐､炉杣､柱穴､周堀は検出されなかっ

た。遺物も出土しなかった。

Ｆ５－１８号住居趾（図１３－１，図33-10～15、

ＰＬ、８－３）

位置石切地区の北部、平安期の１７号住居ｉｔに

－部を切られている。Ｂｅ－３３ｏ

形状正方形を呈する｡壁は垂直に立ち上がる。

長辺5.8ｍ×短辺5.6ｍ・

面積30.4,2方位Ｎ－８１ｏ－Ｅ

床面叩き締め状ではないが、明|際である。

柱穴規則的に配された４個の柱穴が検出され

た。Ｐ,径46×深さ78cm、Ｐ242×80cm、Ｐ340×

62ｃｍ、Ｐ442×５２cm・

遺物図33-14は床面から15cm程浮いた状態で

出土した。他の遺物は総て床面密着の状態で出

土している。（遺物観察表：ｐ59）

備考炉吐、周堀は検出されなかった。貯蔵穴

は住居吐南東隅に検出された。平面形は円形で

径84cm×深さ84cmであった。

Ｆ５－１４号住居趾（図１４－１，図３３－１～９）

位置石切地区の北部中央に位置する。

形状東西に長い長方形を呈する。壁は緩やか

に立ち上がり掘り込みは浅い｡長辺5.2ｍ×短辺

４．６ｍ・

面積22.4m？方位Ｎ－２ｏ－Ｅ

床面柔らかく、不明瞭である。

遺物住居i[上中央部にまとまって床面より20ｃｍ

程浮いた状態で出土した。（遺物観察表：ｐ58）

備考竈ilL炉土''二、柱穴、周堀は検出されなか

った。

Ｆ４－１８号住居趾（図15､図３４－１～17,図

３５－１．２、ＰＬｌＯ－２）

位置堤頭地区の中央部に位置する。Ｂｉ-11．

形状南北に長い長方形を呈する。東壁はやや

寵部分で膨らむ。長辺6.4ｍ×短辺5.4ｍ・

面積３２１ｍ？方位Ｎ－３ｏ－Ｗ

床面堅く、締まっているが、叩き締め状では

ない。

竈阯東壁の中央に付設されている。袖部は3０

１１ 



Ⅲ発掘調査の概要

面積11.6m？方位Ｎ－ｌｌ｡－Ｗ

床面砂壌士を掘り込んで床面としている。特

に堅い面はない。

竈阯東壁中央部に付設されている。袖部は住

居東壁と同一線上にある。長さ50cm程の細長い

礫を立位に使用して袖にしている。燃焼部は幅

40cm、奥行き50cmで、壁より外側にある。

遺物総ての遺物は床面直上で出土した｡(遺物

観察表：ｐ62）

備考柱穴､貯蔵穴､周堀は検出されなかった。

Ｆ４－５号住居趾（図１６－２、図35-15.

16） 

位置堤頭地区の北部、３号住居i''二の東に位置

している。Ａｚ－６・

形状ほぼ正方形を呈する。掘り込みが浅く、

壁の立ち上がりは極めて低い｡長辺4.9ｍ×短辺

４．２ｍ・

面積15.8m？方位Ｎ－３ｏ－Ｗ

床面砂壌士を床面としているが、堅く叩き締

められている。

竈趾東壁の中央やや南に付設されている。上

面は掘削を受けているため不明瞭であるが、焼

土及び灰層が確認できた。

柱穴２個の柱穴と考えられるピットを検出し

た。Ｐ,径32×深さ12cm、Ｐ234×42cm・

周堀南壁を除いて、壁下には周堀が巡ってい

る。規模は幅20～26cm、深さ４～６cmである。

遺物図35-15は貯蔵穴内から16は竈内から出

土した。（遺物観察表：ｐ62）

備考貯蔵穴は住居壮南東隅に設けられてい

る。平面形は隅丸方形で、規模は長辺80cm×短

辺66cm、深さ44cmである。また、北西|偶、南西

隅にもそれぞれ隅丸方形の士曠が検出された。

規模はそれぞれ長辺１００cm×短辺70cm×深さ２６

cm、長辺96cln×短辺88cnl×深さ40CIDである。

Ｆ４－９．１０号住居趾(図１９－１，図３７－１～

22、ＰＬ､１１－１．２）

位置堤頭地区の北東部に位置している。１１号

住居趾を切っている。Ｂｄ－３。

形状９号住居｣し''二は10号住居ｶﾋにきられている

が北壁の一部を除いて不明瞭であった。１０号住

居趾は東西方向に長い長方形を呈する。長辺4.

4ｍ×短辺3.3ｍ・

面積13.3m？方位Ｎ－５ｏ－Ｅ

床面９号住居i''二・１０号住居壮共にローム土を

掘り込んで床面としているが特に堅い面はな

かった。９号住居iltの床面は10号住居il上の床面

に比べて７cm程高い。

竈jLl上１０号住居11上には北壁西よりに竈が設けら

れている。袖部は人頭大の礫と白色粘土をもち

いて作られ､10～20cm程住居吐内に伸びている。

燃焼部は幅40cm、奥行き50cmである。煙道部は

70cm程延びて、40.の角度で立ち上がり、煙り出

し部には甕の上半部を煙突状に用いている。

遺物図37-20は竈煙出し部に転用されていた

ものである。同図22は９号住居趾から出土した

ものである。他の遺物は総て床面直上から出土

した。同図９．７．１２．１４はそれぞれ重なって

出土した。（遺物観察表：ｐ65,66）

備考周堀､柱穴､貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ４－１５号住居趾（図１８－２、図３６－９）

位置堤頭地区の中央部西端に位置する。

形状南北に長い長方形を呈する。Ｂｄ－ｌｌｏ長

辺3.8ｍ×短辺2.9ｍ・

面積9.9m？方位Ｎ－７ｏ－Ｗ

床面特に堅い面はない。

竈吐東壁南よりに付設されていたものと考え

られる。僅かに焼土及び灰層が検出された。

備考竃部及び住居吐の南隅は時期不明の溝に

よって攪乱を受けている。遺物は小破片が少重

確認されたのみであった。柱穴、周堀、貯蔵穴

は検出されなかった。

Ｆ４－２０号住居趾（図１４－５）

位置堤頭地区の中央部西端に位置する。15号

住居趾の西にあたる。Ｂｄ－ｌ３ｏ

形状東西に長い長方形を呈する。壁は緩やか

に立ち上がる。長辺3.3ｍ×短辺2.5ｍ・

面積7.2ｍ？方位Ｎ-69.-Ｗ
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２．調査された遺跡

部は幅50cmで、床面を僅かに掘り込んでいる。

遺物竈周辺から集中して出土した｡(遺物観察

表：ｐ64）

備考柱穴､周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

住居祉埋土上層には浅間山Ｂ軽石（Ａｓ－Ｂ）が検

出された。

Ｆ4-25.27号住居趾（図１８－１，図3６－１．

２） 

位置堤頭地区の南、２４号住居壮の西に位置し

ている。Ｂｐ－ｌ３ｏ

形状２７号住居吐は、大部分を25号住居i''二に

よって切られている。そのため全体の形状は不

明である。２５号住居阯は南北にやや長い隅丸長

方形を呈する。長辺４６ｍ×短辺３９ｍ･

面積１６３m？方位Ｎ－５４ｏ－Ｗ

床面特に堅い面は検出されなかった。

竈阯２５号住居吐に伴うもので、東壁中央やや

南に付設されている。竃本体は総て壁外側に作

り出されている。燃焼部は幅60cm、奥行き70ｃｍ

で、煙道は50゜で立ち上がる。

遺物２５号住居吐で2点の遺物が検出された｡い

ずれも竃部周辺からの出土である。２７号住居吐

からは遺物は検出されなかった｡(遺物観察表：

ｐ63） 

備考柱穴、周堀、貯蔵穴は25号住居牡、２７号

住居壮ともに検出されなかった。

Ｆ４－３１号住居趾（図23）

位置堤頭地区の最も南に位置する。３２号住居

杣と接している。Ｂｖ－ｌ９ｏ

形状南北に長い長方形を呈するが、南東隅が

大きく外側に張り出す。長辺4.4ｍ×短辺2.8ｍ・

面積10.8㎡方位Ｎ－ｌＯｏ－Ｗ

床面部分的に堅い面が確認された。

竈阯北壁中央に付設されている。幅60cm、奥

行き56cmで、燃焼部中央には支脚を据えたと考

えられる小穴を検出した。

備考柱穴、周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

遺物も小破片が竈内より少量出土したにすぎな

い。

床面特に堅い面は検出されなかった。

備考竈吐、柱穴、周堀、貯蔵穴、遺物は検出

されなかった。

Ｆ４－２１号住居趾（図２２－６）

位置堤頭地区の中央部西端で、８号住居北の

西に位置する。Ｂｉ-13．

形状東西に長い長方形を呈する。確認面から

の掘り込みが浅く壁の立ち上がりは浅い。長辺

3.6ｍ×短辺2.6ｍ・

面積7.9㎡方位Ｎ－７０ｏ－Ｗ

床面特に堅い面は検出されなかった。

竈阯住居吐東壁中央に位置する。燃焼部は幅

60cm、長さ60cm程で、床面よりやや掘り下げて

作られている。また、燃焼部中央には挙大の円

礫を用いた支脚があった。

備考柱穴、周堀、貯蔵穴、遺物は検出されな

かった。

Ｆ４－２３号住居阯（図１４－２、図３７－１）

位置堤頭地区の中央西端で、２０号住居吐の南

に位置する。Ｂｆ－ｌ４ｏ

形状不整形な方形を呈する。確認面からの掘

り込みが浅く、壁の立ち上がりは極めて浅い。

長辺2.6ｍ×短辺2.5ｍ・

面積6.0m？方位Ｎ－９ｏ－Ｗ

床面特に堅い面は確認出来なかった。

遺物住居壮南東隅で1点検出された。（遺物観

察表：ｐ66,67）

備考竈ilL柱穴、周堀は検出されなかった。

Ｆ４－２４号住居趾（図１７－２，図３６－１６．

１７） 

位置堤頭地区の南部東端で、２６号住居杣の北

に位置している。Ｂｏ－ｌｌｏ

形状ほぼ正方形を呈する。壁は緩やかに立ち

上がる。長辺3.6ｍ×短辺3.25ｍ･

面積10.5m？方位Ｎ－７５ｏ－Ｗ

床面特に堅い面は確認されなかった。

竈阯東壁南よりに付設されている。竈の全長

は130cmで、総て壁外側に作り出されている。袖

部は壁に挙大の礫を用いて作られている。燃焼
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Ⅲ発掘調査の概要

Ｆ５－２号住居趾（図１９－１．２，図３８－７～

９） 

位置石切地区の北部西端に位置している。Ｂｄ

－４８ｏ 

形状ほぼ正方形を呈するが、竈の付設される

東壁が西壁に比べて広がる。長辺4.2ｍ×短辺４

１ｍ・

面積13.8m？方位Ｎ－８３ｏ－Ｗ

床面住居杣中央にやや堅い面が確認された

が、他は特に堅い面はなかった。

竈阯東壁中央やや南よりに付・設される。袖部

には細長い礫を用いている。竃は壁外側に作り

出されている。燃焼部は床面より10cm程掘り下

げられている。幅54cm、奥行き145cmである。

遺物図３８－７．８は寵内、９は住居北北隅か

ら出土した。（遺物観察表：ｐ67）

備考柱穴､周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ５－３号住居趾（図21）

位置石切地区の北部西端、２号住居壮の北に

位置する。Ｂｄ－４９ｏ

形状東西に長い長方形を呈する。南北の壁が

やや歪でいる。長辺3.9ｍ×短辺3.3ｍ・

面積10.9m？方位Ｎ－７７ｏ－Ｅ

床面上層からの攪乱があり不明瞭。特に堅い

面は検出されなかった。

竈吐攪乱により不明|僚である。燃焼部は幅６４

cm、奥行き76cmである。僅かに焼土が確認でき

た。

備考柱穴､周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は小破片が確認されたのみである。

Ｆ５－４号住居趾（図１４－３）

位置石切地区の北部東端で８号住居吐の東に

位置している。Ｂｈ－２５ｏ

形状南北に長い長方形を呈する。壁は緩やか

に立ち上がる。長辺4.9ｍ×短辺3.7ｍ・

面積16.4m？方位Ｎ－４２ｏ－Ｅ

床面砂壌土を床面としているが堅い。

備考竈阯、柱穴、貯蔵穴、周堀、遺物は検出

されなかった。

Ｆ５－５号住居趾（図１８－４，図38-10～１３）

位置石切地区の北部東端で、４号住居ilLの南

に位置している。

形状南北に長い隅丸長方形を呈する。長辺4.

2ｍ×短辺3.3ｍ・

面積１１m？方位Ｎ－７７ｏ－Ｗ

床面砂壌士を床面としているが､全体に堅い。

竈阯東壁中央南よりに付設されている。燃焼

部の幅90cm、奥行き60cmである。焼土の堂も少

なく、あまり全体に焼けていない。

周堀南壁;を除いて総ての壁下に周堀が検出さ

れた。規模は１幅20～24cm､深さ４～６cmである。

四隅及び竃周辺ではつながらず切れている。

遺物寵周辺及び住居吐南西部に集中して検出

された。遺物は床面より３～５cm程浮いた状態

で検出されている。（遺物観察表：ｐ67）

備考柱穴、貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ５－６号住居趾（図２０－１．２，図38-14～

20） 

位置石切地区の北部東端で５号住居吐の南に

位置している。Ｂｋ-23．

形状南北に長い長方形を呈する。確認面から

のtliilり込みが浅く、壁の立ち上がりは浅い。長

辺3.7ｍ×短辺2.6ｍ・

面積9.1ｍ？方位Ｎ－８２ｏ－Ｗ

床面砂壌土を床面としているが堅い。比較的

床面には凹凸がある。

竈｣しl上東壁の中央北よりに付・設されている。幅

70cm､奥行き100cmである。袖部及び竃壁部には

細長い礫４個が置かれている。また中央には支

脚として細長い礫が設置されていた。

遺物竃内から図38-14.18～20が出土した。

他の遺物は総て床面密着の状態で出土した｡(遺

物観察表：ｐ68）

備考柱穴、周堀は検出されなかった。貯蔵穴

は住居ｊｌｌ２南西隅に検出された。平面形は南北に

長い楕円形で､規模は長径幅90cm､短径|幅60cm、

深さ32cmである。７号住居ilの一部を切ってい

る。
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２．調査された遺跡

れている。焼ﾆﾋが僅かに認められた。幅48cm、

奥行き144cmである｡24号住居11tの竈も東壁の南

よりに設けられている。既に寵の上面は削平さ

れており、僅かに窟の袖部の礫の据え方が確認

された。

備考柱穴、周溝は検出されなかった。貯蔵穴

は24号住居ilLに確認できた。平面形は隅丸方形

で、径50ｃｍ×深さ36cmであった。

Ｆ５－１２号住居趾（図２２－３）

位置石切地区の北部中央で、１１号住居吐の北

に位置している。Ｂｌ－２９ｏ

形状西壁、南壁が不明瞭であるため全体の形

状は不明｡現存する東壁の長さは４３ｍである。

面積不明方位Ｎ－６ｏ－Ｗ

床面特に堅い面は認められなかった。

竈阯東壁の'１１央やや南に設けられている。焼

土は認められたが全体の形状は不明瞭である。

竈部のlIIFi90cm、奥行き74cmである。

備考柱穴、周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

遺物についても小破片が少量出土したのみで

あった。

Ｆ５－１６号住居趾（図１７－４，図35-11）

位置石切地区の北部で15号住居壮と接してい

る。Ｂｈ－３２ｏ

形状南北に長い長方形で壁は緩やかに立ち上

がる。長辺4.7ｍ×短辺3.9ｍ・

面積16.8m？方位Ｎ－５８ｏ－Ｗ

床面住居力|:の中央部に堅い面があった。

竈阯東壁南よりに設けられている。燃焼部は

床面よりやや掘り下げられている。幅136cm､奥

行き100cmである。

遺物床面密着の状態で出土した。（遺物観察

表：ｐ62）

備考柱穴､周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ５－１７号住居趾（図２２－５，図３９－６～１３）

位置石切地区の北部中央に位置し、１８号住居

iIlの一部を切っている。Ｂｆ－３２ｏ

形状南北に長い長方形を呈する。壁は緩やか

に立ち上がる。長辺5.1ｍ×短辺4.3ｍ。

Ｆ５－７号住居趾（図２０－５，図３９－１～

４） 

位置石切地区の北部東端、６号住居11ｔに一部

を切られている。Ｂｎ－２３ｏ

形状南北に長い長方形を呈する。長辺４６ｍ×

短辺3.6ｍ・

面積14.7m？方位Ｎ－ｌ３ｏ－Ｅ

床面砂壌土を床面としているが全体的に堅

い。６号住居吐の床面と比べて５cm程低い。

竈阯北壁中央やや東に付設されている。燃焼

部の|幅60cm、奥行き40cmで床面よりやや上がっ

ている。

遺物図３９－３．４は竈内より、同図１．２は

床面直上から出土している｡(遺物観察表：ｐ69）

備考柱穴､周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ５－９．１０．２４号住居趾（図１７－４、図20-

２，図２１－１，図３６－３～８，図３８－２１．２２，

図３９－５）

位置石切地区の中央部東端で、２５号住居11tの

西に位置する。９号住居i''二が最も西に位置し、

24号住居吐がその東に、１０号住居iltが24号住居

111:の南に位置している。Bo-27･

形状９号住居illiは南北に長い長方形を呈す

る。壁は緩やかに立ち上がる。長辺5.3ｍ×短辺

４．５，．２４号住居ｶﾋは南北に長い長方形を呈す

る。壁は緩やかに立ち上がる。長辺４８ｍ×短辺

3.6ｍｏｌ0号住居illは９．２４号住居ilkに－部を切

られているためにその全体形は不明。現存する

南辺は3.9ｍを測る。

面積９号住居fll：２１１m?、２４号住居吐15.2

1㎡

方位９号住居｣''二Ｎ-73.-Ｗ、２４号住居趾

Ｎ－７０ｏ－Ｗ 

床面三軒の住居壮はいずれも砂壌土を床面と

しているが､比較的床は堅くしっかりしている。

９号住居牡と10号住居吐の床はほぼ同一の高さ

であるが、２４号住居北の床面はそれらより５ｃｍ

程低く作られている。

竈阯９号住居iIl:の竃は束壁の南よりに設けら
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Ⅲ発掘調査の概要

面積１９m？方位Ｎ－７５ｏ－Ｗ

床面攪乱が著しく、床而は不明瞭である。

竈阯住居｣11:東壁の中央やや南よりに設けられ

ている。井戸等の撹乱により不明瞭である。掘

り方では、幅160cm、奥行き100cmを測る。

遺物図３９－７．８．１２．１３は攪乱土の中から

一括で出土している。また、同区１６．９．１０は

17号住居吐内に住居1112を切って造られた井戸内

からの出土である。（遺物観察表：ｐ69,70）

備考柱穴、周堀は検出されなかった。貯蔵穴

は住居吐南東|偶に設けられている。平面形は円

形であった。

Ｆ５－１９号住居趾（図２１－３、図３６－１０～15）

位置石切地区の｢|]央部西に位置している。１５

号住居壮の西にあたる。Ｂｈ－３５ｏ

形状南北に長い長方形を呈する。長辺４１ｍ×

短辺3.7ｍを測る。

面積13.7m？方位Ｎ－８９ｏ－Ｗ

床面ローム士を床面としているが、特に堅い

面は確認できなかった。

竈阯東壁中央やや南よりに設けられている。

竈の残存状態は悪い｡袖部には人頭大の礫1石づ

つを用いている。幅50cm、奥行き90cmを測る。

遺物図示した遺物は総て床面から５cm程浮い

た状態で出土した。（遺物観察表：ｐ64）

備考柱穴､周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ５－２０号住居趾（図２２－１．２，図39-15～

18、ＰＬｌｌ－３）

位置石切地区の'二'１央部、９号住居靴の西に位

置している。Ｂｏ－２９ｏ

形状南北に長い隅丸の長方形を呈する。長辺

3.7ｍ×短辺3.1ｍ・

面積9.2m？方位Ｎ－８３ｏ－Ｗ

床面特に堅い面は検出されなかった。

竈阯南東隅に付・設される。挙大の礫を用いて

袖部及び燃焼部の壁を形作っている。燃焼部は

床面を僅かに掘りくぼめている。幅20cm、奥行

き50ｃｍを測る。

遺物遺物は総て竃内から出土した｡(遺物観察

表：ｐ70）

備考柱穴、周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ５－２１号住居趾（図20-21,図39-14）

位置石切地区の最も南に位置している。Ｂｘ

－３１ｏ 

形状南北に長い長方形を呈する｡長辺3.2ｍ×

短辺2.6ｍ・

面積７．１，２方位Ｎ－３０ｏ－Ｅ

床面特に堅い面は検出されなかった。床面は

比較的凹凸を持つ。

竈阯北東隅に設けられているがⅢ]隙ではな

い。焼土の分布も極めて少ない。幅74cm、奥行

き48cmを測る。

遺物砥石が１点検出されたのみである。(遺物

観察表：ｐ70）

備考柱穴､周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ５－２２号住居吐（図２２－４，図39-19～25）

位置石切地区の南部西端に位置する。Ｂｖ

－３７・

形状東西に長い長方形を呈する。確認面から

の掘り込みが浅く、壁は緩やかに立ち上がる。

長辺4.28ｍ×短辺3.9ｍ･

面積ｌ５９１Ｔｆ方位Ｎ－６８ｏ－Ｗ

床面特に堅い面は検出されなかった。

竈阯東壁｢１ｺ央やや南に付設されている。残存

状態は悪い。幅76cm、奥行き70cmを測る。

遺物住居肌北東隅にまとまって検出された。

（遺物観察表：ｐ70,71）

備考柱穴､周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

Ｆ５－２３号住居吐（図１８－３，図３８－１～６）

位置石切地区の南部東端に位置している。Ｂｖ

－２８ｏ 

形状遺構が黒色士内に掘り込まれていたため

に、全体の形状は西壁及び竈部の一部を除いて

不明。現存する西壁の長さ3.6ｍである。

面積不明方位Ｎ－８３ｏ－Ｅ

床面特に堅い面は確認できなかった。竃の焼

土及び灰層の確認できた面を床面として把握し

た。

1６ 



２．調査された遺跡

た。また、周辺からは甕等の容器の出土は無く、

銭の中央には繊維質の縄様のものが一部で残存

していた。採集できた銭の総数は884枚であっ

竈阯東壁に付設されたものと考えられる。袖

部には細長い礫を立位に用いて袖としていた。

燃焼部の幅90cm、奥行き86cmを測る。

遺物竈部周辺からまとまって出土した｡(遺物

観察表：ｐ66,67）

備考柱穴､周堀､貯蔵穴は検出されなかった。

（２）グリット出土遺物

石切地区に３箇所の土器集｢'１出土地点が確認

された。

Ｂｇ－３１グリッド（図40-16～25、ＰＬｌ２

－ｌ） 

石切地区の北部中央部、１７号住居ilLの東にあ

たる。２×２ｍ程の範囲の中に土器がまとまっ

て出土した。他の遺物は含まない。遺物の出土

はほぼ同一レベルに集中していた｡出土遺物は、

完形品は少ない。（遺物観察表：ｐ72,73）

Ｂｍ・’－３０．３１グリッド（図41、ＰＬ・’２

－２） 

石切地区のほぼ中央、１２号住居iILの西にあた

る。２×４ｍ程の範囲の中に土器のみがまと

まって出土した。遺物は完形品が多い。出土遺

物には比較的レベル差があった。(遺物観察表：

ｐ73,74） 

Ｂｔ.ｕ・ｖ-29.30グリッド（図40-1～15.

36） 

石切地区の南部、１２×16ｍ程の範囲の中に出

土した。出土遺物は破片がほとんどである。浅

間山Ｃ軽石（ＡＳＣ）の純層が確認され、遺物は

ＡＳＣの直上から一部はＡＳＣに潜り込んだよう

な状態で出土した。また、当初はＡＳＣ下の水田

の可能性も考慮したが､畦等の検出が無いこと、

花粉分析によりイネ科の花粉が極めて少なかっ

たこと、などから積極的に水田とするには根拠

に乏しい状況である。(遺物観察表：ｐ７１，７２）

（３）蓄銭（図４２．４３、ＰＬ､１２－３）

堤頭地区の南部、３０号住居ilLの南、Ｂｗ－ｌ６グ

リッドで、ジョレン掻け作業中に出土した。

精査の結果、遺構は検出されず、僅かに銭の

出土した地点が掘りくぼんでいただけであっ

た。

ﾉ７ 



図５．検出された遺構（１）
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図６．検出された遺構(2)
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図７．検出された遺構(3)
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図８．検出された遺構(4)
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図９．検出された遺構(5)
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図10．検出された遺構(6)
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図11．検出された遺構(7)
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図128検出された遺構(8)
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図13．検出された遺構(9)
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図14．検出された遺構(10）
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図15．検出された遺構01）
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図16．検出された遺構(１，

６コ’ 四１、／
／ 

咽 心

Ａ’ Ａ 

fFjLjli幾１iIllj蕊法
Ａ’ Ａ 

Aｍｌ ＡＱｑ１ 

珍

、Ｂ Ｂ’ 

Ｉ，ボー、Ⅲ幻【、

1Ｆ４－３号住居

カマド埋土

１．灰褐色士榛名ニッ岳軽石粒、浅間Ｃ軽石粒を含む。

２．灰曰褐色士榛名ニッ岳軽石粒、浅間Ｃ軽石粒を含む。

さらに、焼土粒を多く含む。粘土質である。

Ａ’ Ａ 

赤褐色上

灰色上

黒褐色上

焼土層

灰層である。

焼土粒、炭化物を多く含む。

０
０
●
 

、
く
り
’
佃
研
一
戸
院
。
』

Ｏ２ｍ 
Ｉ‘．‘．Ｉ 

伽
'○ 

ﾛ’ ９コ'３ 

Ｗ′ 
、

□’ 
is 

'３ 

－
 

戸
０
」

b□■｡■凸寸■

圃 Ｂ’ 

□ Ｂ 

マー
Ｂ’ 

９ □’ 
□’ 、 Ｂ 

〃〃に

２．Ｆ４－５号住居
Ａ Ａ’ 

〃
０２， 

０９，ザーマーテ」

2９ 



図17．検出された遺構(1)
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1--？？『〒ＴＩ

Ｆ４－２４号住)Z｝
Ｆ５－２４号住居４． 

２．Ｆ４－２４号住kＬｉ祠．ユリ－Ｊ'一L''－１

住居埋土

１．灰色砂質士浅間Ｂ軽石と考えられる。

２．暗褐色上榛名ニツ岳軽石粒、浅間Ｃ軽石粒、炭化物

を含む。

３．黄褐色榛名ニツ岳軽石粒、浅間Ｃ軽石粒、炭化物

を含む。

同．カマド埋土

１．黒褐色士

２．灰褐色士粘土質。焼土粒、炭化物粒を若干含む。

３．暗灰褐色士焼土粒を含む。

（ 蝿

Ｊ
 

Ｎ
－
Ａ
 

Ａ 

Ａ 囚’ (、１－

脇:二霞し…厩ﾉﾘ三
い、

3０ 



図18．検出された遺構(1０

Ｃｌ 

、稀

JＨ ＣＩＤ□ Ｌ） 

Ａ Ａ’ 

Ｏ２ｍ 
Ｉ－－－－－－－十丁TＹ２１

1Ｆ４－２５号住居

住居埋土

１．灰褐色士浅IlllB蝿石の純層を含む。

２．褐色上灰白色砂質上ブロック、榛名ニッ岳軽石粒、浅間Ｃ

軽石粒を含む。

３．茶褐色士榛名ニツ岳軽石粒、浅間Ｃ軽石粒を含む。
〃

２ 

２Ｆ４－１５号住居

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一へ

Ａ 

剛
Ｉ
Ｍ
ｒ
Ｌ
②

Ａ 

八Ａ 
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－－■￣－－￣￣￣－－￣￣￣■■■■■■-－ 

〃 ３ 

０２， 
１Ｊ一言下一丁－－１

Ｆ５－５号住居

２， 
１１ 

３．Ｆ５－２３号住居

４ 

4． 

3１ 



図19．検出された遺構(1，

□’ 囚Ｉ

RＮ 

巳

Ａ’ 

、１
四'八，Ａ 

〆￣

鱗
1Ｆ 

と－－－－=｣}`耐２

カマド埋士

１．灰褐色｣２

２．灰白色｣：

３．暗灰褐色二1１

４．茶褐色｣：

５．茶褐色｣：

焼土粒、炭化物粒を含む。

粘土層である。

炭化物粒を多く含む。

焼土粒を多く含む。

４眉に比べ、焼土粒の泣が少ない。

ノ

ノ

Ａ ／ Ａ’ 

’ 

山’ 山Ｉ

Ｌ－－－－－－ｌｌｗ’ 
０ 

＿伽
〔１＜１くＩ８ /□ 

八
Ａ’ 

ｌ
 

四
八Ｂ’ 

山Ｉ
Ａ 

４ 

９０[ｍ 
Ｉ－－－‐－－→－－－－－－－０ 

カマド｣1'1二ｔ

１．暗褐色ﾆヒ

２．灰褐色｣：

３．Ⅲ}褐色jｉ

４．１ﾘ|褐〔h｣１

５．赤褐色士

６．灰褐色｣１

くＩ
<Ｉ 炭化物粒、焼土粒を含む。

炭化物粒、焼土粒を含む。

炭化物粒、焼ここ粒を含まない。

焼二上層

２層に似るが、炭化物粒、焼土

粒を含まない。

）２， 
１－－－｡－－T－ｒ－－Ｔ－Ｔ－Ｉ ３ 

２Ｆ５－２号住居

住居埋土

１．灰褐色士浅問Ｂ軽石粒を多く含む。

２．黒褐色上榛名ニッ岳軽石粒、浅間Ｃ軽石

粒、炭化物粒、焼土粒を含む。

３．茶褐色士

３２ 



図20．検出された遺構(1０

胸}鎌

鰹
,日

日

曇j1臺藝菱臺1Ｆ５－６号住居

カマド埋上

1．暗褐色士

２．：褐色三上

３．赤褐色上

４．茶褐色上

５．灰白色上

`_ｉ－． ０難、

ＩＴＴ薑ﾐﾐ
焼上粒を含む。

１１闇より明るさを贈す。

焼1粒を多く含む。

砂質１２５． 

卿 Ｃｌ 

鷲

Ｂ’ 

、
Ｃｌ ＜’ Cｌ 

Ｂ, Ｂ ３ 

9－，口巨-1ｍ２．Ｆ５－１０号住居

Ａ’ Ａ 

０ ２， 

１－．・－－－－１

４．Ｆ５－７号住(１）５

住居埋土

１．灰褐色士榛名ニッ岳軽石粒､浅間Ｃ軽石粒を含む。

２．黒褐色士榛名ニッ岳軽石粒、浅間Ｃ軽石粒を含ま

ない。

３．茶褐色士榛名ニッ岳軽石粒、浅間Ｃ軽石粒、炭化

物粒を含む。

、

４ 
0２， 
１－１ 

３．Ｆ５－２１号住居

3３ 



図21．検出された遺構(17）

、１|＞ 圧)Ｉ

巴
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1,1 【工）

１．Ｆ５－９号住居
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０．－，－Ｔ－Ｔ－戸＝Ｉ

鑿
２．Ｆ５－３号住居

３．Ｆ５－１９号住居

カマド埋止

1．灰褐色上ローム粒を含む。

2．暗褐色士

３．明褐色上ルビ１２粒、焼土ブロックを多く含む。

4．黄褐色士ロームブロック

Ｙ
西

Ｉ
 

Ａ □Ｉ 

〃
’ 

４ 

１！ ”[、|髪//i'三
，） 
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図22．検出された遺構(1０
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胸
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Ａ Ａ’ 

八 Ａ’ 
､１ 
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〕２，
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錨
Ａ， 

Ａ’ Ａ 

[DEL=11菫塁毫勿臺臺’
５０[、

１＿」

１．Ｆ５－２０号住居

カマド埋土

1．茶褐色上

２．茶褐色上ローム粒、焼土粒を含む。

急 Ｏ２ｒｎ 

ｌ;Ｐ４．Ｆ５－１７号住居＞Ｌ－－－－－－－－－－Ｊ

区Ⅱ

Ａ’ 八
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Z11i 
i、バーボ．’

５．Ｆ４－２１号住居２．Ｆ５－１２号住鵬
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図23．検出された遺構091
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四
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Ｆ４－３１号住居
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遺物観察表



遺物観察表

Ｆ５－１５号住居吐出土遺物観察表（図24、ＰＬ２）

土器 (単位：cIn）

1口￣
２２．５ 

■ 

６ 

７ 

１ 

石器

,<Ｋノ

番号 器形 法並 器形・文様の特徴 霊繍豊焼成③残存備考

1 深鉢 口

2２．５ 

口縁部は４単位の波状口縁で大きく外反する。llliil部は傾かに張る。底部は欠

損。文様は口縁部から胴部にかけてＲＬ縄文が全､iにほどこされている。口

縁波状部の口唇部下Ｌ7ｃｍには、直径1cmの''1孔が焼成前に穿孔されてい

る 。

①赤褐色②良好堅繊③

1/3④精選、砂礫を含

む｡ 

２ 深鉢 Ⅲ部破片。口縁部に向かって外反し、胴部はやや張る。ＬＲ縄文を上半部で

は横位に下半部では斜位に施文している。内ｍｉの調整は、器形が外反する付

近から-k部では横方向の、下部では縦方向のミガキが丁寧になされている。

①淡褐色②良好③胴部

l/3④砂礫を含む｡⑤一

部に炭化物の付着が見

られる。

３ 深鉢 Ⅲ部破片。胴上半部に向かってやや外反する。文様はＲＲ繩文を全面に施文

する。lllil｢１１位以-1くにはへう状工具による刺突文が２段施されている。刺突文

の|Ｈ１には１MM文は認められない。

①淡褐色②良好③ｌｉ１部

1/3④砂粒を含む。

４ 深鉢 口縁部破片。４単位の波状口縁で、外反する。’'１部は膨らみを持つ。文様は

器面全１ｍにＲＬ繩文を施文する。口唇部にはへう状工具による刻みが施され

る ◎ 

①褐色②良好③口縁部

2/5④砂粒を含む。

５ 深鉢 胴部破片。直線的に開く器形。文様は全i【１１にＬＲ縄文を施文する。 ①淡褐色②良好やや軟

らかい｡③胴部l/2④砂

粒を多く含む。⑤埋甕

６ 深鉢 口縁部、底部を欠損。底部から胴上半部まで緩やかに開き、上半部で内湾す

る。文様は器iTIi全体にＲＬ縄文を斜位に施文し、口縁部から円形竹管文を垂

下させている。円形竹管文は７単位施されている。

①赤褐色②良好③胴部

のみ3/5④精選砂粒を

含む。⑤埋護

７ 深鉢 底

1４．５ 

底部破片。胴部はやや内湾しながら立ち_上がる。文様は半裁竹管による平行

条線とへラ状工具による連続爪形文が施文されている。

①赤褐色②良好③底部

l/2④精選｡赤褐色のス

コリア粒を含む。

番号 器種 大きざ 石質 形状・調整加工の特徴

８ 打製石斧 長11.651Wi１３．６

厚１．６５

安’１１岩 先端部が尖る。両Ｉｌ１ｌｌ縁には刃潰しが見られる。表面には原礫而を大きく残す

基部の一部を欠損する。

◎ 

９ 石凹 長10.65幅８．３

厚４．５

)M|(石安111岩 偏平な円礫を使)１)している。表裏両面中央にくぼみ穴がみとめられる。（１１'１縁

には細かな敲打痕がみられる。

10 凹石 長９．６５幅８．８

厚‘ｗｌ５

輝石安山岩 偏平な円礫を便１１jしている。くぼみ穴は、表裏両面に認められる。一部を欠

損している。

11 削器 長５．４５幅４．５

厚５．８

頁岩 横長の削器の一部と考えられる。両端を欠損している。表面には原礫miを残

す｡ 

1２ すり石 長８．３５幅5.1

厚Ｊ,1.35

Wil(石安'１１岩 偏平な礫を使)|jしている。礫の１１１央に、礫の長軸方向に２本の満が掘られて

いる。満の有る面は１０１膳されている。



Ｆ４－２号住居趾遺物観察表（図２５－８～１０）

⑪②‐③ 
④．⑤ 

\！ 
５．５１ 

￣－ 

雨■
Ｉ 

ｌＯ 

ｌ＿ 

Ｆ４－４号住居ilL（図２５－１～７，ＰＬ､13）

垣’、
Ｚｒと|＄ 

｜＿ 

Ｆｍ 

ｌｌ篇
①淡褐色②普通③Ｉ

④（ リ

ｲ０ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 霊
成③残存

備考

８ 
小型ニヒ器

椀 ５６５ ２・・・６５
３ 底部からつまみ_上げで

全体を成型している。

口縁部はやや内湾す

る ０ 

横力Ifijのへラ磨き。 横方lfUのへラ磨き ①淡褐色②良好③完形

④精選、砂粒を含む。

９ 饗

７．２ 

上半部を欠損。底部か

らやや内湾ぎみに立ち

上がり、肩部で大きく

内湾する。最大径は上

半部に持つ。

肩部にＲＬ縄文の横位

施文｡横方向のハケ|=１．

底部付近で横方向のへ

ラ膳き。

横方向のへラ撫で。 ①茶褐色②普通③l/２

④砂礫を多く含む。

10 
－▲＝ 

局 坏 ５９５ ●●● ０６０ １１１ 
ラッパ状に開く脚部と

内湾ぎみに立ち上がる

浅い坏部から成る。脚

部には３孔を有する。

器iili全ｉｍに荒いハケ'二１

を残す。へラ磨き。脚

部裾にはヨコ撫で。

坏部は撫で。脚部はヨ

．撫で◎ 

①淡褐色②普通③3/４

④砂粒を含む。⑤二次

焼成を受けた可能性有

り 。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内而調整 雛翠雛窒③
残存

１ 
亡父ざ

HＫ 

1８．４ 

６．７ 

頚部から上を欠損。丸

底状の底部を持ち、胴

はやや張る。底部は後

からの付け足しか。

'１１１上半部に２段のＬＲ

繩文による帯縄文を持

つ。帯縄文は膳消しに

よる。胴【１１位以下は横

/ji向のへラ磨き。

肩部から底部にかけて

横方向のへラ磨き

①燈褐色②良好③胴部

のみ完形④精選砂礫を

含む。⑤外面には黒斑

有り。内面は灰褐色。

２ 
一二．=

flli 

10.0 

口縁部は頚部から〈の

字に耐ｌｌｌ１し、ハの字状

に開く。Ⅲ部は緩やか

に張る。

口縁部は縦方向のへラ

瞬き、胴部はへぅ撫で

の後にへう磨きか。

'二1縁部は横方向のへラ

磨き。胴部は撫でか。

頚部には輪積痕を残

す◎ 

①茶褐色②普通③胴_上

半部のみ3/4④白色の

スコリア粒を含む。⑤

赤色塗彩。

３ 椀 ０４２ ●●● ７６４ １ 

小さな底部から緩やか

に開き、’二1唇部で僅か

に内湾する。底部は僅

かに突'1)する。

横方|ｲﾘのへラ磨き。 横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②普通③l/４

④糖選砂粒を含む。

４ 椀

7.3 

1４．８ 

４．２ 

小さな底部から僅かに

内湾ぎみに開き[二]縁部

にいたる ◎ 

全1【iiにへう磨き。 横ﾌﾟﾊﾟﾘのへラ磨き。 ①褐色②良好③完形④

糀選砂粒を含む。

５ 
小lIUごI:器

＝1＝ 

fIIZ １０ ●● ９５ 

頚部より－上部を欠損。

底部より|蛾かに上に最

大径を持つ。

戸部にＬＲ縄文を巡ら

す。’１１１１部下半は縦方向

のへフ朧き゜

胴_上半部はへう撫で。

底部付近はハケ目。

①燈褐色②良好③胴部

のみ4/5④精選砂粒を

含む。⑤黒斑有り。

６ 坏
芒『

１両」 11.9 

坏部を欠ｌｉｉしている。

直線的に|)Ｍくが柵部で

僅かに段を持つ。

ハケ調整の後縦方lfﾘの

へラ隅き゜裾部はヨコ

撫で。

へラ撫で。裾部にはへ

ラiIillりか。

①淡褐色②普通③脚部

のみほぼ完形④砂粒を

含む｡ 



吋
Ｆ４－６号住居趾（図２６－１～９，ＰＬ､13）

.」 □ 
`Ｉ 

番号 器形 法逓 器形の特徴 外ｉｉｌｉ調整 内面調整 繍窒③
残存

７ 土製紡錘車 ３１ ●● １２ 

平面形は円形で断面形

は台形状を呈する。軸

孔は焼成前穿孔の後調

整

ユビイ１１１さえ｡へラ磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④砂粒を含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内ｉｍ調整 雛翠言耀③
残存

１ 甕

2１．２ 

１４．７ 

底部を欠搬。口縁部は

二重口縁で折り返し状

を呈し、口唇端部をつ

まみ上げる。頚部は胴

部から緩やかに外反ぎ

みに立ち_上がる。胴部

はやや下膨れで緩やか

に張る。

口縁部及び胴上半部は

細かなハケ目調整の後

にＲＬ純文の横位施

文。４段にわたって施

文。頚部は施文されな

い。胴部は横方向のへ

ラ磨き。

口唇部は横方向のヨコ

撫で。以下は横方向の

へラ磨き。

①鈍い燈褐色②良好③

胴上半部のみ完形④精

選、砂粒を含む。

２ 甕

１９ｌ ●●● ６３７ ２１ 
胴部は緩やかに膨らみ

中央部に最大径を持

つ。口縁部は胴部から

やや外反ぎみに立ち上

がる。底部は１１１央部が

やや上底状になる。

口縁部から胴上半部に

かけてＬＬＲ縄文が横

位に施文されている。

口唇端部にも同じ縄で

施文される。口縁部に

は４段にわたって輪積

み痕を残す。胴下半部

から底部にかけ横方向

のへラ膳き。

口縁部は横方向のへラ

瞬き。胴部から底部に

かけて横方向のハケ目

整形の後、横方向のへ

ラ磨き。

①}ﾘ]赤褐色②良好③完

形④精選、砂粒、雲母

粒を含む。⑤外面胴上

半部のみ炭化物付着。

内面は胴中央部のみに

炭化物の付着無し。

３ 甕

４９１ ●●● ３５６ ２１ 
底部はやや突出する。

胴部は緩やかに膨らみ

｢'１央部に最大径を持

つ。口縁部は外傾して

直線開く。頚部は緩や

かに屈''1Ｉする。

口唇端部及び口唇下0.

7cInの無文部を除いて

胴上半にかけてＲＬ純

文を横位に施文する。

口縁部には４段にわ

たって輪横み痕を残

す。胴下半部はへう磨

きか・

'二1縁部から底部にかけ

横方向のへラ磨き。

①鈍い横褐色②普通③

ほぼ完形。口縁部の1／

2を欠損｡④砂粒をやや

多く含む。⑤内面は炭

化物の付着あり

４ 小型土器

４．６ 

２．８ 

手掴ね土器。メL底で、

口縁部は内湾状につま

み上げる。

指頭の圧痕。 頭の圧痕◎ ①淡褐色②良好③3/５

④精選

５ 小型土器 ８４６ 巳●■３７２ 
底部から緩やかにやや

内湾ぎみに立ち上が

る 。

底周辺はへぅによる押

さえ、口縁部は横方向

のへラ職き゜

全面に横方向のへラ磨

き ０ 

①淡榿褐〔､②良好③完

形④精選｡小礫を含む。

６ 大型壷
1２．８ 

底部から胴下半部の

み。底部はやや突出す

る。胴部は緩やかに、

やや内湾ぎみに開く。

全面にへう磨き。 ハケ|=l調整の後、ヘラ

による撫で。

①淡褐色②良好③胴下

半部のみ3/5④精選



Ｆ４－１３号住居趾（図25-22～30）

⑪ロ②。③
④．⑤ 

|躯

4２ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 $織豊鰹③
残存

７ 土製紡錘車

1.0 

2.6 

平面形は}']形、断面形

は紡錘形を呈する。

①淡褐色②普通③完形

④精選

８ 土製紡錘車

1.5 

5.9 

平面形は円形、断面形

は長方形を呈する。軸

孔は穿孔後に調整。

全iiliにへう磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④精選

９ 土製紡錘車

2.0 

4.3 

平面形は''１形、断面形

台形状を呈する。軸孔

は穿孔後に調整。

全iiiiにへう磨き。 ①淡褐色②良好③l/２

④精選

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 9尾鵜鱗③
残存

2２ 高坏

口縁部破片。やや内湾

ぎみに緩やかに開く。

口縁部には３段にわ

たって輪積痕を装飾と

してそのまま残す。口

唇端部断面は尖る。

全iiIiにへう磨き。赤色

砿彩。ただし口縁部の

粘二上帯の２段目、３段

{=|には塗彩されない。

ヘラ磨き。 ①淡褐色②良好③口縁

部のみl/6④精選⑤赤

色塗彩

2３ 局 坏

口縁部破片。直線的に

ひらく口縁部で、端部

はつまみ上げてやや内

湾する ◎ 

横ﾌﾞﾉ|可のへラ磨き。赤

色塗彩。

横方向のへラ磨き。赤

色鹸彩。

①淡褐色②普通③口縁

部のみl/6④精選｡⑤外

而の荒れが顕著。

2４ 高坏

１６．２ 脚部破片。直線的にハ

の字にひらく。

横方|ｲﾘの規則的なへラ

膳き。赤色塗彩。

illll部はヨコナデ。他は

ヘラ撫で。

①灰褐色②普通③脚部

のみ1/3④精選｡砂粒を

含む。⑤外面のみ赤色

塗彩。

５８ ２２ 
苣丑＝

ilX 

胴-ｔ半部破片。 附加条第ｌ樋ＬＲ＋Ｌ

繩文を、帯縄文として

2段にわたって施す。

帯ＩＭＩ1文'''1はへう磨きに

よる膳り消し。

横力|ｲﾘのへラ磨き。 ①橋褐色、２８は暗灰褐

色②良好③胴部破片の

み④精選｡砂粒を含む。

2６ 饗

口縁部破片。 ＬＲ純文を全面に施文

する ０ 

横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②良好③口縁

部破片④精選。輝石を

多く含む｡ 

2７ 
＝l＝ 

illi 

肩部破片。 ＲＬ繩文を横位に施文

し膳り消しにより２段

の柵縄文としている。

帯縄文''3は赤色塗彩さ

れる 。

横方|可のへラ磨き。 ①淡褐色②普通③肩部

破片④砂粒を多く念

む◎ 

2９ 土製品
径３．５

厚０．９

平面形は不整形な円形

断面形は長方形。

ユビによる撫で。 ①暗褐色②良好③完形

④精選



遺物観察表

Ｆ４－１４号住居趾（図２７－１～１３、ＰＬ､14）

■_と 己

T■ ､１ 
Ⅲ ､１１ 
■_」 煙

4３ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外１ｍ調整 内面調整 雛翠豊鰹③残存

3０ 石鍬
全長

３．４ 

有茎石鍼。茎の部分を

欠損。左右が非対称。

横長剥片を使用。周辺

のみ調整力ｌ１工。

⑤黒色頁岩を素材とす

る。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 窒鰹豊鰹③残存

1 壷

５０５ ●●● ４５７ ２１ 
胴部は｣1下に潰れた球

形で''１央部に最大径を

持つ。頚部はくの字に

届[II1し、口縁部はやや

外反ぎみに大きく開く

口唇端部をつまみ上げ

る。底部はやや突出す

る 。

口縁部には粘土帯を４

段にわたって装飾的に

残す。胴上半部から肩

部にかけＲＬ縄文を横

位に施文し、その問を

へう膳きにより磨り消

し、２段の帯縄文とし

ている。胴下半部及び

底部はへう磨き。

口縁部はヨコ撫で。頚

部から底部にかけて横

方向のへラ磨き。

①明褐色②普通③完形

④精選。砂粒を含む。

⑤文様に結束がみられ

るが不明。

２ 壷

胴部は上下に潰れた球

形で、’'１火よりやや上

部に最大径を持つ。頚

部は肩部から鋭く屈曲

し、ほぼまっすぐ立ち

上がる。底部は突出し

ない。

肩部から胴上半部にか

けてＲＬ縄文の横位施

文。その後へラ磨きに

よる膳りiiりしにより２

段の粥縄文としてい

る。頚部は縦方向のへ

ラ磨き。胴｢'１央部は横

方|ｲﾘのへラ磨き。下半

部は縦方向のへラ磨

き ｡ 

横方lfﾘのへラ磨き。 ①淡褐色②良好③胴部

のみ完形④精選。砂粒

を含む。

３ 灘
1１．２ 

口縁部は比Ｉ鮫的短く、

直線的に開く。胴部は

下半部を欠損してい

る ◎ 

全面にわたって、ＬＲ

純文を検位に施文す

る ◎ 

口縁部から胴部にかけ

て横方向のへラ磨き。

①淡褐色②良好③l/２

④精選。⑤外面に黒斑

有り 。

４ 甕 lＬ５ 

口縁部は比較的短く直

線的に開く。胴部は緩

く張る。

全面にＬＲ縄文を横位

に施文する。胴下半部

は横方向のへラ磨き。

口縁部は横方向のへラ

磨き。胴部は斜め方向

のへラ磨き。

①燈褐色②良好③完形

④精選⑤外面に黒斑有

り 。

５ 甕
10.9 

口縁部は緩やかに開

く。頚部は胴部から緩

やかに立ち上がる。

全面にＲＬ縄文を施文

する。頚部から口縁部

にかけては粘土の輪積

み痕を残す。

口縁部はヨコ撫で。胴

部はへう撫で。

①燈褐色②普通③胴上

半部のみ1/2④砂粒を

含む◎ 

６ 小型器台 ２２０ ●●● ７６７ 
脚部、坏部ともに直線

的に開く。脚部には５

孔を有する。

全面に縦方向のへラ撫

で｡肌1部裾はヨコナデ。

坏部は縦方向のへラ磨

き。脚部はへう撫で。

裾部には一部にへう磨

き ◎ 

①茶褐色②良好③完形

④精選。茶褐色のスコ

リアを含む。

７ 小型高坏

７．７ 

1０．８ 

脚部はラッパ状に開

〈。坏部は直線的にハ

の字状に開き、「]唇

部をつまみ」さげる。

坏部は横方向のへラ磨

き。脚部は縦方向のへ

ラ磨き。

坏、胴1部ともにへう磨

き ◎ 

①褐色②良好③裾部の

み欠損｡④砂粒を含む。



詔鮮豊鰹⑥

’ 
￣ 「い■｜■ 
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’１３ 
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１
１
．
 

第16号住居趾遺物観察表（図27-14～２１．図２８－１～８，ＰＬｌ５）

雛鵜鰹③

4４ 

番号 器形 法堂 器形の特徴 外面調整 内面調整 離籍鰹③残存

８ 小型高坏

8.6 

11.2 

6.8 

脚部は比較的短く、直

線的に開く。坏部はや

や内湾ぎみに立ち上が

り口唇端部をつまみあ

げる。

全ｉｍにへうＩ露き。 坏部は斜め方向の規則

的なへラ磨き。脚部は

ＭＩＩ部をへう削り。

①褐色②良好③完形④

糀選｡砂粒をやや含む。

９ 
小型土器

坏 ０８７ ●０● ２３３ 
手幌ね土器。底部から

僅かに口縁部をつまみ

あげる ００ 

llli1部は指頭圧痕。底部

はへう膳き

脂頭圧痕。 ①黄褐色②良好③完形

④糀選

10 小型土器 ７３５ ●●● ４３２ 
手狸ねﾆﾋ器。底部から

つまみ上げ、その上か

ら粘土をN1iり胴部を成

型している。

ｏ 痕上川Ｉ 指Iin圧痕。 ①黄褐色②良好③完形

④精選

1１ 
小型台付

鍵

口縁部は二重口縁で粘

土のN1i付けによる。口

唇端部は鋭く尖る。頸

ぶは短く耐ｌｌｌ１する。

4本歯の櫛状工具によ

る波状文が口縁部及び

蝋部から胴上半部にか

けてliliかれる。

口縁部は撫で。胴部は

へラ磨き。

①褐色②普通③口縁部

のみl/5④砂粒を多く

含む。

1２ 局 坏

口縁部破片。緩やかに

立ち上がってきた口縁

部が[二1縁端部でさらに

大きく外反する。

へラ磨きの後赤色雛

彩。

ヘラ膳きの後に赤色塗

彩◎ 

①赤褐色②普通③口縁

部のみl/6④精選。

１３ 椀

緩やかに広がる口縁部

が端部でやや内湾す

る ◎ 

口縁端部はヨコナデ。

体部はへう磨き。

'二1縁部ヨコナデ。休部

へラ磨き。

①淡褐色②良好③口縁

部のみl/6④精選。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 窒織言耀③
残存

1４ 灘

８７５ ●●● ８０６ １１ 
胴部の張る器形で、胴

中央部よりやや上に最

大径を持つ。頚部は緩

やかにlnIlllＩする。口縁

部は外反ぎみに立ち上

がる ｡ 

口縁部から肩部にかけ

て5本歯工具による櫛

描波状文が５段にわ

たって施文されてい

る。蝋部には同一工具

による厳状文が施され

る。l11il上部は横方向の

へラ撫で。下半部はへ

ラiIiﾘリ ◎ 

口縁部はヨコナデ、頚

部から胴上半部にかけ

て撫で。

①褐色②普通③完形④

小砂礫を多く含む。⑤

胴下半部は器壁の荒れ

が顕著。二次焼成か。

1５ 饗

２８４ ■●● ０１６ ２１ 
胴の張る器形で、胴に１１

央部よりやや下位に最

大径を持つ。頚部は緩

やかにくびれ、口縁部

は短くやや外反ぎみに

立ち上がる。

口縁部から胴最大径部

分までＲＬ縄文を施文

する。ｌｌｌ１下半部及び底

部は横方向のへラ磨

き。’二1辱端|部にもＲＬ

縄文が施文されてい

る ０ 

横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④粘選。砂粒を含む⑤

胴下半部は器壁の荒れ

が顕著。二次焼成か。



`５ 

番号 器形 法竝 器形の特徴 外面調離 |ﾉS１面調整 $農重言鱗③残存

1６ 饗

４０８ ＬＬＳ ２１ 
胴は緩やかにﾘﾉｾﾞる。最

大径は~卜半部に持つ。

頚部は短く直立する。

口縁部は二頭'二1縁で折

り返し状の段を持つ。

口唇部ヨコナデ。口縁

の折Ｉ)返し部よ')胴｣二

半部にかけてＲＬ繩文

を施文する。胴下半部

から底部にかけては横

方向および斜め方向の

へラ磨き。

横方向のへラ磨き。 ①燈褐色②普通③完形

④精選。砂粒を含む。

⑤外面には赤化した部

分がある｡二次焼成か。

1７ 
小

広口壷

５５８ ●●● ３２５ １１ 
胴部は上下に潰れた球

形を呈する。頚部は短

かく、緩やかに〈びれ

肩部に段を持つ。口縁

部は短く、大きく外反

する ◎ 

外面全面に横方|ｲﾘのへ

ラ磨き。その後、底部

を除く全面に赤色塗彩

を施す。

全面に横方向のへラ磨

き。胴上半部から口縁

にかけて赤色塗彩。

①淡褐色②良好③2/３

④精選。砂粒を僅かに

含む。

1８ 
⑤－▲－● 

尚 坏

1４．１ 

１７．３ 

１０．３ 

坏部はやや内湾しなが
工

}つ 、 緩やかに立ち－１:が

る。［二|唇端部は朧かに

つまみ上げられてい

る。脚部は柵部に向

かって膨らみながら内

湾する。裾端部は平に

調整されている。

口縁部、脚部裾はヨコ

ナデ。坏部は横方|ｲﾘの

へラ磨き。脚部は縦方

向のへラ磨き。

坏部はへう磨き。脚部

Ｍ１はヨコナデ、他はへ

ラ削りの後へラ磨き。

①淡褐色②良好③完形

④精選｡砂礫粒を含む。

1９ 土製紡錘車

1.5 

3.9 

平面形は''1形、断面形

は長方形。

全面にへう磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④精選⑤軸孔部分の調

整無し。

2０ 土製紡鍬車 ６１ ●● １７ 
平面形は}ﾘ形、Wiiili形

は台形。

全面にへう磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④精選⑤軸孔部分の調

整無し。

2１ 土製正飾

２６ ５２ 長幅
屈}''1の弱いくの字状を

呈する。頭部は厚く、

尾部は薄く什｣1げられ

ている｡頭門|lにはl孔を

持つ◎ 

指頭圧痕の後へラ膳

き ◎ 

①淡褐色②良好③完形

④精選

図2８

1 
[跡 坏

1６．５ 

口縁部破片。粘二上帯を

3段にわたって残す｡口

唇端部は僅かに外反す

る。裏面及び口縁部、

第3段目の粘二上帯下に

赤色塗彩。

粘土帯の下を棒状工具

によるナゾリ。

ヘラ磨き。 ①淡褐色②良好③口縁

部のみl/6④精選｡白色

の鉱物を含む。

２ I司 坏

１８．６ 

口縁部破片。川部は内

湾し、’二1縁部でほぼ直

に立つ。口縁部に４段

にわたって粘ﾆﾋ柵を残

す。全面に赤色塗彩。

口縁部は横方向のへラ

磨き。胴部は斜め方|可

のへラ磨き。粘土柵の

上をへう状工具による

ナゾリ。

横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②良好③口縁

部のみl/6④精選



JLjIl 
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１s－J 
｢| 
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Ｆ４－１９号住居趾（図２６－１４．１５）

－’ 

１５．０１ 

－’ 

|＝ 
4６ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛翠雛窒③
残存

３ 局 坏

1８．２ 

口縁部破片。口縁部は

内湾しながら立ち上が

り、端部で僅かに外反

する。口縁部には２段

粘土帯を残す。

'二|縁部は横方向のへラ

膳き゜１１１１部分は斜め方

向の規111]的なへラ磨

き。口縁の粘土帯の上

はナゾリ ◎ 

横方|可のへラ磨き。 ①淡褐色②良好③口縁

部のみl/4④精選⑤器

面全体に赤色塗彩。

４ 椀 ０７０ ●●● ５２４ １ 

口縁部は直線的に開

く。底部は['１央部がや

や上底風になる。

胴部から口縁部はへう

撫での後、斜め方向の

へラ磨き。底部はへう

撫で。

全面に横方I可のへラ暦

き ０ 

①淡燈褐色②良好③完

形④精選｡砂粒を含む。

５ 椀 １５１ ●ＣＯ ６３４ １ 

口縁部は内湾しながら

立ち上がる。口縁部の

開きは比較的小さい。

横方向のへラ磨き。 横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④精選。小礫を含む。

６ 椀

5.9 

1５．０ 

3.6 

口縁部は僅かに内湾し

ながら開く。口唇端部

は鋭角に仕上げられ

る ◎ 

横方１句のへラ磨き。 横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④精選。砂粒を含む。

７ 
＝」三

fIX 

7.0 

胴下半部のみ。球形を

呈する ◎ 

胴-11半部にはＲＬ縄文

横位施文の帯状文を施

す ◎ 帯状文は磨り消し

による。下半部はへう

磨き。

胴１１１央はへう撫で。底

部はへう磨き。

①淡褐色②普通③l/２

④精選。砂粒を含む。

８ 壷

胴_上半部破片。胴部は

上下に潰れた球形を呈

する。頚部は緩やかに

立ち上がり、口縁部近

くで僅かに外反する。

胴-ｔ半部から肩部にか

けて２段の帯状文を施

す ◎ 上はＬＲ、下はＲ

Ｌ純文の横位施文で、

異なる原体を使用して

羽状としている。頚部

は縄文施文の後縦方向

のへラ撫でからへラ膳

き。胴部分は横方|可の

へラ磨き。

頸部から肩部にかけて

へラ撫で。胴下半部は

へラ磨き。

①淡褐色②普通③胴_上

半部のみ1/2④砂礫を

多く含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外ｉｒｉｉ調整 内面調整 g鰹豊鱸③残存

1４ 壷
１５．０ 

口縁部破片。緩やかに

外反した'二|縁部が端部

で僅かに立ち上がる。

口縁部に２段の粘土帯

を残す。その－ｔにＬＲ

縄文を施す。頚部は縦

方向のへラ磨き。

全、にへう撫で。 ①淡褐色②普通③口縁

のみ1/3④砂粒を含む

1５ 椀
1６．１ 

緩やかに開く胴部が口

縁部近くで僅かに立ち

上がり、’二1唇端部をつ

まみ上げる。

横方向のへラ磨き。 横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②普通③l/３

④精選。輝石を多く含

む。



遺物観察表

Ｆ４－２６号住居趾（図２６－１６．１７）

「
Ｆ５－８号住居趾（図２５－１１～21、ＰＬ､１６）

=’ 

卜
‘７ 

番号 器形 法並 器形の特徴 外ｉｉＩｉ調整 内ｉｒｉｉ調整 窒鰹豊耀
③残存

1６ 坏 1０．０ 

底部から滑らかに、僅

かに内潤しながら立ち

上がる 。

底部から'二1縁部に向

かってへラ撫で。

①淡褐色②普通③1/２

④精選。

1７ 甕
6.0 

底部破片。底部から大

きく膨らむ。胴下半部

に最大径がある。底部

は突出する。

縦方向のへラ磨き。 へラによる押さえの後

へラ瞬き。

①暗褐色②普通③底部

のみ④砂礫を含む。⑤

内面は黒色。二次焼成

か◎ 

悉号 器形 法重 器形の特徴 外１ｍ調整 内面調整 窒鰹潔馨③
残存

1１ 
＝辻＝

且Ⅱ

１４．５ 

口縁部破片。頚部はく

の字に凧ｌｌｌＩする。肩部

はあまり張らず緩やか

に胴部に至る。口縁部

は直線的に|刑き口唇端

部に平坦iiIiを作る。

口縁部、肩部ともにへ

う撫で。頚部には一条

の粘土帯が貼付され、

その上を指頭圧痕を施

す０ 

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。頚部には指

頭圧痕。

①淡褐色②普通③口縁

のみ④砂粒を含む。

1２ 坏

３．９ 

１１．９ 

4.6 

口縁部は僅かに内湾し

ながら立ち上がる。底

部は突出する。

へラ膳き。 横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②普通③2/５

④砂粒を含む。

1３ 変 ７３８ ●●● ３２６ ２１ 
口縁部は憾かに外反す

る。頚部は緩やかに屈

曲する。胴部はやや張

り、「'１央やや下部に最

大径を持つ。

口縁部から胴上半部に

かけてＲＬ縄文を横位

に施文する。下半部は

へう磨き。口唇部には

繩文は施文されない。

横方向のへラ磨き。 ①燈褐色②普通③3/４

④砂粒を含む。⑤外面

に黒斑有り。内面は灰

褐色。

1４ 饗
lＬ２ 

口縁部は短く開く。頚

部は緩やかに耐lII1す

る。胴部はあまり張ら

ない。

口縁部から胴上半部に

ＲＬ純文を横位に施文

する。口唇部には縄文

施文無し。

横方１句のへラ磨き。 ①燈褐色②普通③l/２

④砂粒を含む。⑤胎土

は１３に似る。

1５ 壷 ８．３ 

口縁部破片。頚部から

直立する。全面に赤色

塗彩。

縦横方向の規Ml｣的なへ

ラ磨き。

横方|可のへラ磨き。 ①淡褐色②良好③口縁

部のみ完形④精選

１６ 饗

1５．２ 

１４．０ 

５．２ 

底部から僅かに膨らみ

を持ちながらほぼ直線

的に立ち上がり口縁部

に至る。底部は僅かに

突出する。

口縁部から胴上半部に

かけてＲＬ縄文を不規

則に施文する。口唇部

にも|可様の原体で施文

される。llIiil下半部はへ

ラ磨き。

横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②普通③1/２

④砂粒を含む。

1７ 甕 ５８ｌ ●●■ ３７５ 
１ 口縁部は端部でわずか

に外反する。胴部は張

り、中央よりやや上に

最大径を持つ。

口縁部から胴上半部に

かけてＲＬ縄文を横位

に施文。胴下半部はへ

ラ磨き。

へラ磨き。 ①淡褐色②良好③3/５

④精選｡⑤外面に黒斑。



雛鵜鰹③

’ 

１９ 

.＿’ LLll 

８．３ 

１ 

Ｆ４－３２号住居趾（図２８－９～18、ＰＬｌ６）

詔鰹葛耀③，

Ⅲ 了
①暗燈褐色②不良③

`８ 

番号 器形 法重 器形の特徴 外ｉｉｉｉ調整 内面調整 窒継
残存

８ １． 饗
５．４ 

底部から胴下半部破

片。川部は底部から内

湾ぎみに立ち上がる。

底部はやや突出する。

横方|ｲﾘのへラ磨き。 細かいハケ状工具の撫

で

①淡褐色②普通③l/２

④砂粒、輝石を含む。

1９ 
－－ 

局 坏
1７．０ 

脚部のみ。僅かに内湾

するがほぼ直線的に開

く ◎ 

横方|ｲﾘのへラ磨き。 ヘラ撫で。 ①淡褐色②良好③l/２

④精選⑤外面全面及び

内面接合部付近に赤色

塗彩。

2０ 高 坏 7.6 

脚部のみ。脚柱部から

裾部に向かってラッパ

)伏に開く。

へラ膳き゜ ヨコナデ ①淡褐色②良好③l/２

④精選。

2１ 高坏
8.3 

脚部のみ。ULI線的にハ

の字状に開く。

ヘラ瞬き。 へラ磨き。 ①淡褐色②良好③1/２

④精選。小礫を含む。

⑤20に比べ成型が粗

い
◎ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 g勵言鰹③残存

９ 護
６８０ ●●■ ２０６ １１ 
口縁部は短く、開く。

頚部は緩やかな、くの

字を描く。胴部は球形

に張る。胴部最大径は

中央部に持つ。

口縁部には２段の粘土

柵を残す。胴上半部は

横方|ｲﾘのへラ撫で。下

半部は縦方向のへラ撫

で。底部は中央部へラ

磨き。周辺へラ撫で。

'二1縁部はハケメの上に

へう撫で。胴部は横方

向のへラ撫で。

①燈褐色②普通③完形

④砂粒を多く含む。⑤

外面の底部付近に赤化

した部分がある。

1０ 
コップ形

土器 ６０９ ●●● ９８４ 
底部から僅かな膨らみ

を持って直立する。口

縁部は僅かに届lU1し開

く。底部は突出する。

口縁部は横方向の撫

で。胴部は縦方向のへ

ラ磨き。

横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②良好③3/５

④精選。輝石を含む。

１１ 饗 1７．２ 

口縁部破片。頚部から

緩やかに開き、端部で

僅かに外反する。

粘土の接合痕を残す。

全面にＬＲ繩文を施文

する ０ 

横方向のへラ磨き。 ①暗燈褐色②不良③'二１

縁部のみ3/4④砂粒を

非常に多く含む。

1２ 甕 1５．３ 

口縁部破片。口縁部は

頚部から直立し、端部

で僅かに外反する。

口縁部には３段の粘土

帯を残す。指頭圧痕が

顕著｡肩部はへう撫で。

樋方向のへラ磨き。 ①淡褐色②普通③口縁

部のみl/3④砂礫を合

む０ 

1３ 
-2＝ 

fIX 

1７．６ 

口縁部破片。やや外反

ぎみに|>Mき、端部で僅

かに『illlllする。二重口

縁で幅の狭い折り返し

状を呈する。

口縁部の折り返し部に

`１本歯の櫛状工具によ

る波状文を施す。縦方

向のへラ磨き。

横方向のへラ磨き。 ①燈褐色②普通③口縁

部のみ完形。④精選。

僅かに砂粒を含む。



遺物観察表

雛囎鰹醐

､11-

「Ｔｌ Z］ 
Lil .■ 

Ｆ４－２８号住居趾遺物観察表（図２８－１９．２０）

雛鵜耀③；
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番号 器形 法量 器形の特徴 外ｉｉｉｉ調整 内ｉ１ｉｉ調整 雛翠豊耀③残存

1４ 壷
1４．５ 

口縁部破片。口縁部は

頚部からくの字に屈曲

し直線的に開く。

'二1縁部は横方向の撫

で。頭部から肩部にか

けて縦方向のへラ磨

き 。

口縁部は横方向のへラ

磨き。頚部に指頭圧痕

あり ◎ 

①淡褐色②普通③口縁

のみ1/2④精選｡臓石を

含む◎ 

1５ 高坏 7.9 

胴1部破片。短くハの字

に開く。

縦方向の撫で。 横方向の撫で。 ①燈褐色②良好③脚部

のみ完形④精選⑤内外

面に赤色塗彩。

1６ 蓋

７５０ ０●● ６７５ 
ラッパ状に開く。縁の

部分は断面四角形に調

整されている。つまみ

部は粘土の張')付けに

より短く開く。端部は

断面三角形に調耀され

ている ◎ 

縦方|ｲﾘのへラ撫で。 細かいハケ状工具によ

るハケ'－１。

①淡褐色②普通③つま

み部の一部のみ欠損。

④砂粒を含む。⑤内面

はススの付着により黒

褐色を呈する。

1７ 護
1０．９ 

胴部破片。底部から緩

やかに膨らむ。最大径

を中央よりやや｣1に持

つ
０ 

縦方向のへラ磨き。 縦方|ｲﾘのへラ磨き。 ①淡褐色②不良③胴部

のみl/2④砂粒を多く

含む。⑤底部を欠損。

1８ 喪

肩部破片。肩部は張ら

ず滑らかな'''1線を猫

く。頚部はほぼ垂直に

立ち上がる。

横方1(Ｉのハケメ。その

上に縦方向のへラ磨

き ｡ 

横方向のへラ撫で。 ①淡褐色②普通③肩部

のみ④砂粒を含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外ｉ(ｌｉ調整 内面調整 離籍鰹③残存

1９ 局 坏
1９．０ 

坏部破片。浅く、滑ら

かに立ち上がる。口唇

部は断面三βj形を呈す

る ｡ 

撫での後へフ磨き。 ヘラ磨き。 ①褐色②普通③坏部の

み3/5④砂粒を含む。

2０ 甕 １７３ ●●● ９８４ 
胴部は短く、やや肩が

張る。頚部は僅かにく

びれる。口縁部は短く

僅かに外に開く。

横方|(Ｉの撫での後縦方

向の撫で。

横方向の撫で。 ①淡褐色②普通③ほぼ

完形④砂粒を含む。



Ｆ５－２５号住居趾遺物観察表（図26-10～13、ＰＬ､14）

豊騨繍譽⑧

Ｆ５－１号住居趾遺物観察表（図２９．図３０．図３１－１～４，ＰＬ､17～20）

霊麟葛鰹③

①茶褐色②良好③

①精選。砂礫

5０ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛翠繍馨③
残存

１０ 甕

1３．６ 

口縁部から胴部上半部

破片。肩部はあまり張

らず、頚部は緩やかに

届ｌＩＩ１する。口縁部は僅

かに開きながら立ち上

がり、口唇端部で外(頃

する ｡ 

'二1縁部はへう磨きが丁

寧になされているが、

粕二ｔの輪積痕を残す。

肩部は縦方向のへラ膳

き 。

へラ膳き゜ ①黒褐色②普通③口縁

部のみ完形。④砂粒を

含む｡ 

１１ 
－－● 

局 坏

脚部破片。裾が僅かに

開く。坏部はやや深い。

細かいへラ磨き。 坏部はへう磨き。脚部

はへう撫で。

①茶褐色②普通③脚部

のみ完形④精選⑤脚部

外面、坏部内面に赤色

塗彩。

1２ 高坏 ００４ ●●● ０２１ １１１ 
坏部は直線的にハの字

にＩｊＭ〈。脚部は裾部が

僅かに外反する。

細かいへラ磨き。 横方|可の細かいへラ膳

き ０ 

①淡褐色②良好③完形

④精選。

１３ 饗

底径

７．１ 

胴下半部破片。底部か

ら緩やかに立ち上が

る ０ 

へラ撫で。 へラ撫で。 ①黒褐色②普通③胴下

半部のみ④砂礫を含

む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外ｉｉｉ調整 内面調整 g餓豊鱒③
残存

１ 台付き饗

２６８ 己●■３７１ ３１１ 
口縁部は短く、頚部か

らくの字に外反する。

胴部は最大径を中央よ

りやや上部に持ついち

じく形を呈する。脚部

は短くやや内湾ぎみに

開く。成型が粗く全体

の形状は歪んでいる。

口縁部はヨコナデ。胴

部はハケ目、脚部は縦

方|ｲﾘのハケ目、裾部は

ハケ'三1の後ヨコナデ。

[=1縁部はヨコナデ。胴

部、１１１１部はハケ目。

①褐色②普通③完形④

細かい砂粒を多く含

む。⑤外面胴部｢'1央部

及び口縁部にはススの

付着が見られる。

２ 
小型広'二１

饗

２０９ ●●● ０２３ １１ 
口縁部は短く外反す

る。蝋部はくの字に屈

曲する。胴部は上下に

潰れた球形で、そろば

ん玉状を呈する。底部

は中央がくぼむ。

口縁部はヨコナデ。胴

部はハケ'二|の後へラ鱈

き。底部はへう削り。

'二1縁部はヨコナデ。胴

部へラ磨き。

①黒褐色②良好③完形

④精選。

３ llI ８００ ●●● ９８４ 
口縁部は直線的に開

く。頚部は緩いくの字

に屈ｌｌｌ１する。胴部の張

りは弱く、「１１央部に最

大径を持つ。

ハケ|=|の後暗文状のへ

ラ膳き゜底部はへう撫

で◎ 

口縁部はハケ目の後略

文状の縦方向のへラ磨

き。胴部はへう撫での

後縦方向のへラ磨き。

①茶褐色②良好③完形

④精選。砂礫を含む。



遺物観察表

器鯉鰔譽朋

ト ■ 
５Ｊ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外ｉ｢ｉｉ調整 内面調整 雛翠雛馨③
残存

４ 
小型広口

甕

６７５ ●●■ １４４ １１ 
口縁部は大きく開く。

頚部はくの字に鋭く屈

曲する。lllil部は上下に

潰れた球形を呈する。

口縁部はヨコナデ。頚

部から胴上半部にかけ

てハケ|=１．肩部には指

による一条のナゾリ。

胴下半部はへう削りの

後磨き。

口縁部はヨコナデ。胴

部は磨き。

①暗褐色②良好③完形

④精選。⑤底部を除く

全面にススの付着。

５ 台付灘 ２２５ ●ＣＤ １８０ ３１１ 
口縁部は頚部から直立

し口唇端部でI型かに外

反する。胴部はイチジ

ク状を呈する。脚部は

ハの字に開く。

口縁部はヨコナデ。胴

上半部はハケ'二１．下半

部はハケ'－１の後削り。

脚部はハケ目。

口縁部はヨコナデ。胴

部はへう磨き。

①茶褐色②普通③完形

④砂粒を含む。⑤脚部

内iiiに赤色塗彩。

６ 甑 ８７１ ●●● ０２５ １１ 
口縁部は外iiiぎみに開

く。頚部は緩やかに屈

曲する。胴部は下半部

に最大径を持つ。底部

にはl孔を持つ。

口縁部はハケ目の後ヨ

コナデ｡１１１１部はハケ目。

口縁部はヨコナデ。胴

部はへう磨き。

①赤褐色②普通③3/４

④砂粒を含む。⑤胴下

半部の器壁の剥落が顕

箸◎ 

７ 甕
６５３ ●●● ７５８ ２１ 
口縁部は傾かに外反。

胴部はやや丸みを帯び

る。最大径は中央部よ

り_上に持つ。底部は僅

かに突'1)する。

口縁部はハケ目の後ヨ

コナデ。胴上半部はへ

う撫で。’１１央部は横方

向のへラｉＩｉＩり。底部付

近は縦方向のへラ削

り ◎ 

'二1縁部はヨコナデ。胴

部から底部は縦方向の

へラ磨き。

①茶褐色②普通③完形

④砂粒を含む。

８ 広口饗 ６７７ ●●● ６４５ １１ 
口縁部は外傾し、端部

でさらに外反する。頚

部はくの字に届lII1す

る。胴部は球形で、底

部はやや突}｣Ｉする。

'二|縁部はヨコナデ。胴

_上半部はハケメ。肩部

に指によるナゾリ。底

部は斜め方向のへラ削

り ◎ 

'三1縁部はヨコナデ。胴

部は不Iﾘ]。

①褐色②普通③完形④

小砂礫を含む。⑤胴_'二

半部にススの付着。

９ 台付喪

００３ ●ＤＰ ４５８ ２１ 
Ｓ字状口縁台付饗。口

唇端部で開く。胴部は

上-Ｆに潰れた球形を呈

する。肌1部は直線的に

ハの字に開き、裾部を

内側に折り返す。

口縁部はヨコナデ。頚

部からllliil上部にかけて

は左|くがりのハケ目 ◎ 

下半部は右下がりのハ

ケ目。脚部はハケ目の

後規11ｌ的な縦の指ナ
_◆ 

ア ◎ 

[二1縁部はヨコナデ。胴

部は不[ﾘ]・脚部は指押

さえ 。

①淡榿褐色②不良③完

形④砂粒を多く含む。

⑤脚部内面の胴部との

接合部には砂粒が添付

されている。

10 壷

1７．２ 

口縁部破片。頚部から

直に立ち｣二がった口縁

部が端部で大きく外反

する。口唇端部を調整

し断面形を四ﾌﾞｲjにして

いる 。

口縁部はヨコナデ。頚

部にはハケ'二1．肩部に

はへう撫で。

'二1縁部はヨコナデ。胴

部はハケ目。

①淡褐色②普通③口縁

部のみ④砂粒を含む。

1１ 喪

口縁部破片。口縁部は

僅かに段を持つ｡短く、

僅かに内湾しながら開

く 。

口縁部はヨコナデ。肩

部は横方向のハケ目の

後縦方向のハケ目。

①淡褐色②普通③口縁

部のみl/6④砂粒を合

む◎ 
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番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛甥耀③残存

１２ 111 
４．１ 

胴部のみ。やや下膨れ

の上下に減れた球形を

呈する。底部は僅かに

くぼめられる。

細かな縦方向のへラ膳

き。底Wllへラ削り。

へラ磨き。 ①茶褐色②良好③胴部

のみ完形④精選。

1３ 壷

胴部及び口縁部破片。

口縁部は直線的に開

く。胴部は球形を呈す

るがやや~ﾄﾞ膨れ。

ハケ|芒1の後縦方向のへ

ラ際き゜

全面にハケ目。胴部下

半に一部へラ撫で。

①淡褐色②普通③胴部

口縁部l/3④砂粒を含

む。⑤外面に赤色塗彩

図3０

１ 
広口灘

２４ｌ ■●● ０３７ ２２ 
口径が最も大きい。口

縁部は折り返し状で大

きく外反する。胴部は

やや丸みを帯びるが下

膨れである。底部は僅

かに突出する。

口縁部はヨコナデ。胴

部はへう磨き。

全面にへう磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④精選｡⑤外面に黒斑。

２ 饗

1９．０ 

口縁部は幅広でやや外

傾ぎみに立ち上がり、

端部で外反する。胴部

は緩やかな[''1線を描

き、胴上半部に最大径

を持つ。

口縁部はハケ目の後横

方向のへラ磨き。胴部

は縦方向のへラ磨き。

口縁部は横方向のへラ

ヘラ磨き。

①淡褐色②普通③l/３

④小礫を含む。⑤胴下

半部の器壁の荒れが顕

箸◎ 

３ 蕊

３６９ ●●● １７８ ３１ 
口縁部は頚部から〈の

字にliilllllし僅かに外反

しながら短く開く。胴

部は緩やかな'''1線を描

いて底部に至る。最大

径はｌＩ１央やや上部に持

つ
０ 

[=|縁部はへう撫で。胴

部はへうi1iIりの後縦方

lf1のへラ磨き。

口縁部はヨコナデの上

にへう磨き。胴部は横

方向のへラ磨きの上に

縦方向の暗文状のへラ

磨き。

①淡褐色②普通③2/３

④小礫を含む。⑤外面

にススの付着有り。

４ 小ｉｌｕ椀

４．５ 

７．３ 

４．４ 

底部から僅かに開きぎ

みに立ち_|:がり、口縁

部に至る。’二1縁部に比

べ底部が大きい。

細かなへラ磨き。 へラ撫で。 ①淡褐色②良好③完形

④精選｡⑤外面に黒斑。

５ 小型椀 ５５３ Ｄ●● ６７３ 
底部からやや内湾ぎみ

に立ち_上がり、口縁部

に至る。口縁端部は内

湾する。

ハケ'一|の後縦方向のへ

ラ磨き。

縦方|ｲﾘのへラ磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④精選。

６ 
＝」三

ｔ1K 

2５．６ 

１４．９ 

６．６ 

口縁部は二敢口縁で幅

びるの折')返し状を呈

し、頚部から直線的に

開く。頭部はくの字に

Iiilllllする。胴部は上下

に潰オした球形を呈す

る ｡ 

ハケ|=|の後へラ磨き。 '二1縁部はへう磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④精選。輝石を含む。

⑤焼成の段階で器形に

歪みが生じている。内

面の器壁の剥落が顕

箸◎ 



遺物観察表

三両’LＬ 

Ｆ４－１１号住居趾遺物観察表（図３１－５～１０）

詔鯉葛纏⑥

5３ 

番号 器形 法蓮 器形の特徴 外ｉｉｌｉ調整 内１(}ｉ調整 雛翠
残存

７ 壷

５３７ ●●● ９６７ ２１ 
口縁部は二頭'二1縁で折

り返し状を呈し、頚部

からやや外反ぎみに開

〈。頚部はくの字に屈

曲する。胴部は球形を

呈する。最大径は[|]央

部に持つ。

口縁部はへう撫で。頚

部は縦方向のへラ磨

き。胴_上半部は横方向

のへラ膳き゜下半部か

ら底部周辺はへう撫

で◎ 

横方向のへラ磨き。 ①淡褐色②普通③口縁

部の一部を欠損。④小

礫を含む。⑤外面に黒

斑０ 

８ 壷

1３．５ 

口縁部は頚部から緩や

かな曲線を拙き外反す

る。頚部は良く締まり

細い。胴部は球形を呈

するが最大任を胴下半

部に持ちやや下膨れを

呈する。

口縁部はヨコナデ。頚

部はハケ'三lの後横方向

のへラ磨き。肩部にも

横方向のへラ磨き。胴

部はハケ|=|の後縦方向

のへラ職き゜

口縁部はハケ目の後へ

ラ膳き゜胴部は横方向

のハケ|=1の後へラ磨

き ０ 

①淡褐色②普通③底部

を欠損。④砂粒を含む

⑤外面に黒斑。

図3１

1 
壷

1６．１ 

口縁部破片。口縁端部

で外反。口唇部を調整

し、断ihi形は四角に調

整。

口縁部はヨコナデ。頚

部は縦方向のへラ磨

き ｡ 

細かな横方向のへラ磨

き ◎ 

①茶褐色②良好③口縁

部のみ完形④精選。

２ 壷

20.1 

口縁部破片｡二段口縁。

頚部は直立する。口縁

端部で大きく外反す

る。’二1縁の段部及び口

唇端部は[ﾘj瞭な稜を持

つ
。

口唇部ヨコナデ。口縁

部は横方向のへラ磨

き。頚部は縦方向のへ

ラ撫での後にへう磨

き 。

ハケ|=|の後に横方向の

ヘラ膳き゜

①淡褐色②良好③口縁

部のみ完形④砂粒を多

〈含む。

３ 高坏 ３９９ ●●● ５９２ １１１ 
坏部は深く、やや内湾

ぎみに開く。脚部との

接合部に稜を持つ。脚

部は裾部でやや外反す

る。３孔を有する。

口縁部は横方向のへラ

磨き。川部から脚部に

かけて縦方向のへラ磨

き ｡ 

f下部はへう磨き。胸1部

はハケ目、裾部はヨコ

ナデ◎ 

①暗茶褐色②良好③完

形④精選⑤全面に赤色

塗彩。坏部の一部に二

次焼成か。

４ 小型器台

１６８ ●０● ０８１ 
１ 

１ 

器受部は脚部に比べ小

さく、内湾する。脚部

は裾部で僅かに内湾す

る。器受部と脚部との

接合部に１孔を脚部に

は２段一対３組の計６

孔を有する。

全面にへう麿き。脚部

裾はヨコナデ｡ 

器受部へラ膳き゜脚部

へラ撫で。

①茶褐色②良好③完形

④精選。小礫を含む。

⑤外面に黒斑。

番号 器形 法竝 器形の特徴 外ｉｉｌｉ調整 内面調整 $織言鰹③残存

５ 坏 ３．５ 

1６．０ 

口縁部破片｡胴は浅く、

口縁端部で立ち上が

る ◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

はへうi1iリリの後へラ磨

き ◎ 

暗文状のへラ磨き。 ①淡褐色②良好③l/４

④小礫、赤色スコリア

粒を含む。



⑪②.⑧ 
④．⑤ 

Ｆ４－１２号住居趾遺物観察表（図３１－１１～25、ＰＬ､22）

⑪￣１，②.③ 
④Ｉ⑤ 

卜，
’ _iＬ 

|①淡褐色②普通③完形
|④砂粒、小礫を多く含
'む⑤内面は赤化。

１２， 

５Ｊ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外ｉ【ｉｉ調整 内面調整 雛翠豊耀③
残存

６ 坏

４．４ 

1２．７ 

底部は平底風の丸底。

口縁端部で立ち上がり

僅かに１１１１線を描く。口

唇部の内Ｉｌ１ｌｌが僅かに肥

厚する。

口縁部ヨコナデ。胴部

は横方向の撫で。

底部から口縁部に|可

かって暗文状のへラ膳

き ◎ 

①淡褐色②普通③口縁

l/2欠損④砂粒を含む

⑤外面に黒斑。

７ 坏
１５．１ 

口縁部破片。口縁部は

内湾ぎみに立ち上が

り、端部で僅かに肥厚

し、外伽する。

口縁部はヨコナデ。胴

~｢半部はへう削り。

'二1縁部ヨコナデ。 ①淡褐色②普通③l/３

④小礫を含む。

８ 高坏
1５．１ 

１７．２ 

坏部は稜を持ち、直線

的にＩｊＭく。脚柱部はや

や下膨れで裾部で大き

<開く。

口縁部ヨコナデ。脚部

はへぅ撫での後へラ磨

き ◎ 

口縁部ヨコナデ。脚部

裾部はヨコナデ脚柱部

には絞り痕。

①燈褐色②普通③脚部

裾の一部を欠損④砂粒

白色パミス粒を含む。

９ 椀 ５４ｌ ●■● ８０４ １ 

胴部は内湾、口縁部は

短く外低iする。底部は

平底。

'二|縁部から肩部にかけ

てヨコナデ胴部は撫

で０ 

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう磨き。

①茶褐色②普通③完形

④輝石を含む⑤底部は

赤化。

10 饗 ６５２ ●●● ５４７ １１ 
頚部はくの字に屈曲。

口縁部は外反ぎみに開

く ｡ 

口縁部はヨコナデ。胴

部はハケ月。

'二|縁部ヨコナデ胴_'二半

部ハケ目、下半部は撫

で◎ 

①茶褐色②普通③1/２

④小礫を含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛翠豊鰹③残存

1１ 椀

７．７ 

1２．８ 

３．４ 

胴部は内湾。口縁部は

短く外傾し、内面に稜

を持つ。底部は小さな

平底。

口縁部ヨコナデ。胴部

はハケ目の後へラ撫

で◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①淡褐色②普通③完形

④砂粒、小礫を多く含

む⑤内面は赤化。

1２ 椀

８．１ 

６．０ 

４．２ 

胴部は僅かに内湾。口

縁部は厩〈僅かに外傾

し、内iiiに稜を持つ。

口縁部はヨコナデ。胴

部はハケ'－１の後撫で。

口縁部ヨコナデ。底部

にへうjIllさえ有り 。

①淡褐色②不良③完形

④小礫を含む⑤内面赤

化｡ 

1３ 椀

６．４ 

1２．４ 

４．１ 

胴部は内湾。口縁部は

短く僅かにmll1する。

内面に'よ稜を持ち、

部は尖る。底部は小さ

な平底。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫での後磨き。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう磨き。

①赤茶褐色②普通③3／

4④砂粒を含む。

1４ 椀

５．７ 

1３．５ 

胴部はやや内湾する。

口縁部は１１U厚し、短く

僅かに外反する。内面

の稜は不}ﾘ]瞭。底部は

平底風の丸底。

口縁部横方向のへラ磨

き ◎ 

繊刀lfilののへラ磨き。 ①赤茶褐色②普通③完

形④赤色スコリア粒を

含む。⑤内外面ともに

器壁の荒れが顕著。



遺物観察表

-噸■ .▲’ 
|①淡魎蕊己諏

Tllf…’ 
|①i鍋色②普通③州！
}のみ完形④砂粒を含む

⑤器壁の荒れが顕著。

|燃鰯覇
;ii}Ｌ⑤剛可能性｜有り。

辮雨
5５ 

番号 器形 法埜： 器形の特徴 外面調整 内ｉｌｌｉ調整 雛鵜耀③残存

１５ 坏

９５ ●□ ４３ １ 

口縁部は胴部から内傾

ぎみに立ち_上がる。胴

部と口縁部の境には僅

かに稜を持つ。胴部は

浅く、底部は丸底。

'二|縁部ヨコナデ。胴部

へラM1(での後磨き。

ヨコナデ◎ ①淡褐色②普通③完形

④砂粒を含む。⑤外面

に黒斑、内面は赤化。

1６ l＃ ４１４ ●●● ８７３ 
胴部はそろばん玉状を

呈する。底部は平底風

の丸底。｜=|縁部は直線

的に開き端部をつまみ

上げる。

口縁部ヨコナデ。胴部

中位以下は横方向のへ

ラ磨き底部はへう削

り ０ 

口縁部ヨコナデ。 ①褐色②普通③完形④

砂粒を含む。⑤底部に

黒斑。

1７ lⅡ 

０３ ●● ６２ １１ 
胴部は_I2Tfに潰れた球

形で肩部に最大径を持

つ。頚部はくの字に屈

曲する。内面には稜を

持つ。口縁部は内湾ぎ

みに開き、端部で内(頃

する 。

口縁部ヨコナデ。頚部

はヨコナデの後暗文状

のへラ磨き。胴部はへ

ラ撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①茶褐色②普通③完形

④砂粒を含む。⑤底部

の一部が赤化。

1８ 1Ⅱ 
４．４ 

胴部のみ。上~｢に潰れ

た球形を呈する。やや

下膨れ。底部は小さな

平底。

胴上部は縦方|可のへラ

磨き。lllil下部は横方向

のへラ磨き。

へラの撫で。 ①茶褐色②普通③胴部

のみ完形④輝石を合

む。

1９ 土製ｉＩｌｌ，
長２

幅１

断面は紡錘形を呈す

る。中央に1孔を持つ。

①淡褐色②普通③完形

④精選。

2０ 小型土器 ４．０ 

口径に比べ底径が大き

い｡口縁部は内湾する。

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ|=1の後撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①淡褐色②普通③1/２

④砂粒を含む。

2１ 
－－ 

局 坏 2１．３ 

坏部破片。稜を持ち直

線的に開く。

口縁部ヨコナデ。胴部

暗文状の瞬き。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ瞬き。

①淡褐色②普通③坏部

のみl/2④砂粒を含む。

2２ 台付椀
1８．８ 

椀部のみ。胴部は内湾

し、口縁端部で僅かに

外値する。内、iに稜を

持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

は横方向のへラ磨き。

口縁部はヨコナデ。胴

部はＩ１ｌＩｆ文状のへラ磨

き 。

①淡褐色②普通③坏部

のみ完形④砂粒を含む

⑤器壁の荒れが顕著。

2３ 土製紡錘zlI
1.5 

3.7 

断面形は長方形。軸孔

の調整無し。

へラ磨き。 ①淡褐色②良好③完形

④精選。

2４ 甕
1６．３ 

胴下部が僅かに張る。

口縁部は短く外傾する

内面には僅かに稜を侍

つ
○ 

口縁部はヨコナデ。胴

部はへうilillりの後へラ

撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①'１１１茶褐色②普通③底

部を欠損④砂粒、輝石

を含む。⑤甑の可能性

有り 。

2５ 甕 1４．４ 

胴部は球形を呈する。

口縁部は短く外反す

る。内面に稜を持つ。

口縁部はヨコナデ。胴

部はへう撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう撫で。

①淡褐色②普通③底部

を欠損④砂粒を含む。



Ｆ４－１７号住居趾遺物観察表（図32-1～８，ＰＬ､２１）
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_LLL ｜ 
■ 

5６ 

番号 器形 法重 器形の特徴 外ｉｉｉｉ調整 内面調整 窒鱗豊耀③
残存

1 甕
７９ｌ ５２Ｌ ｌ１１ 
胴部は球形を呈する。

頚部はくの字に緩く耐

Ｉｌｌ１する。’二1縁部は直線

的に開き、内面に稜を

持つ。口唇部は肥厚す

る ０ 

へフ磨き。 口縁部ヨコナデ。胴部

ヘラ磨き。

①茶褐色②普通③4/５

④砂粒を含む⑤外面は

器壁の荒れが顕著。

２ 111 

胴部はそろばん玉状を

呈する。底部は丸底。

肩部は縦方向のへラ磨

き。胴部は横方向のへ

ラ膳き。

底部にはへう撫で。 ①茶褐色②普通③胴部

のみ完形④精選⑤外iｉｉｉ

に黒斑。

３ 椀

７．０ 

１０．５ 

3.2 

胴部は内湾ぎみに立ち

_ｌ１がる。口縁部は短く

外傾し、内面に稜を持

つ｡底部は小さな平底。

口縁部ヨコナデ。胴下

半部はへう撫で。

'｡縁部ヨコナデ。 ①淡褐色②普通③口縁

部の一部欠損④砂礫を

多く含む⑤内面の器壁

の荒れが顕著。

４ 局 坏 １９．１ 

坏部のみ。下部に稜を

持つ。口縁部は直線的

に開く。

口縁部ヨコナデの後へ

ラ鰐きによる現nll的な

略文を施す。

ヨコナデの後放射状の

陪文。

①淡褐色②普通③坏部

のみ完形④砂粒、燃石

を含む。

５ 坏
［二2

両】

５２５ ●●● ４８４ １１１ 
坏部は~|､､部に稜を持

ち、口縁部は直線的に

開く。脚部は接合部で

良く締まり、裾部に|(リ

かってラッパ状に太き

〈開く。

坏部ヨコナデ。脚部は

縦方向のへラ撫での後

へフ磨き。裾部ヨコナ
－－◆ 

ア ◎ 

坏部ヨコナデ。脚部ヨ

コナデー部にへうiliリ

り。接合部に絞り痕。

①淡褐色②普通③坏部

1/2欠損④砂粒､小礫を

多く含む。

６ 局 坏

1４．８ 

１７．０ 

１３．４ 

坏部は~1く部に稜を持

ち、口縁部は直線的に

大きくｌｌＷく。脚部はや

や短く太い。裾部は大

きく開く。

口縁部はヨコナデ。脚

部はへう磨き。裾部は

ハケ'－１の後ヨコナデ。

坏部は撫で。脚部は撫

で。裾部はヨコナデ。

絞り痕有り。

①淡榿褐色②普通③掘

部の一部を欠損④砂粒

輝石を含む。

７ 饗 ２８１ ●●● ２８８ ３１ 
胴部はやや下膨れの球

形を呈する。口縁部は

端部で外反する。底部

は突'1)する。

1二|縁部はヨコナデ。胴

部は撫での後へラ磨

き 。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①淡褐色②普通③口縁

部の一部欠損④砂粒脚

石を含む⑤外面に黒斑

内ｉｍの器面の荒れ顕

箸◎ 

８ 饗 ３０５ ●●● ６７５ ２１ 
胴部は球形を呈する。

口縁部はくの字に屈曲

し直線的に開く。

'二1縁部はヨコナデ。胴

部はハケ|=1の後へラ撫

で下部はへう削り。

口縁部ヨコナデ。胴｢１１

部へラ撫で下部はハケ

目

①燈褐色②普通③完形

④砂粒、輝石を含む⑤

外面に黒斑。

番号 器形 法重 器形の特徴 外、ｉ調整 内面調整 墨
色調②焼成③残存
胎士⑤備考

９ 坏

４．７ 

1４．２ 

やや浅い胴部から口縁

部は、短く内|頃ぎみに

立ち｣ｭがる。底部は丸

底。

口縁部はヨコナデ。胴

部はハケ'三|の後撫で。

'二1縁部ヨコナデ。胴部

にはへう磨きによる放

射状略文。

①淡褐色②良好③完形

④砂粒を含む。⑤外面

に黒斑０ 



遺物観察表

⑪・・②。⑧
④．⑤ 

卜 PＴ 
u■ 入口

１３ 

Ｆ４－２９号住居趾遺物観察表（図32-14～19）

５７ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整
①色調②焼成③残存
④胎土⑤備考

１０ 椀

6.7 

1３．８ 

3.0 

胴部は内湾し口縁端部

で僅かに外傾する。内

面には僅かに稜を持

つ｡底部は小さな平底。

口縁部ヨコナデ。胴部

は撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③口縁

部の一部を欠損④砂粒

を含む。

１１ f甘
3.6 

胴部は上下に潰れた球

形を呈する。頚部はく

の字に屈ＩＨＩする。底部

は小さな平底。

胴部はへう撫で。 ①燈褐色②普通③胴部

のみ完形④小礫を含

む◎ 

1２ 甕

10.5 

1Ｌ４ 

胴部は内湾しながら立

ち_|ﾆがる。口縁部は短

く外傾し、内面に稜を

持つ。底部は平底風の

丸底。

口縁部ヨコナデ。胴部

は縦方向のへラ撫での

後磨き。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①燈褐色②普通③l/２

④小礫を含む。

1３ 局 坏 2０．１ 

下部に稜を持ち、口縁

部は直線的に大きく開

〈 ｡ 

口縁部ヨコナデ。縦方

向のへラ磨きによる暗

文｡ 

口縁部ヨコナデ。ヘラ

磨きによる放射状晴

文。

①褐色②普通③坏部の

み完形④砂粒を含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛翠豊鰹③残存

1４ 坏

５．９ 

1５．３ 

５．０ 

やや内湾しながら開く

胴部が口縁部で内傾す

る。明瞭な稜は持たな

い。底部は丸底風の平

底◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

横方|可のへラ磨き。底

部周辺はへう削り。

口縁部ヨコナデ。底部

へラ磨き。

①褐色②普通③完形④

小礫を含む。⑤内面赤

化｡ 

1５ 坏

５．５ 

13.0 

口縁部、胴部ともに内

湾する。底部は小さな

平底。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう撫で。

口縁部へラ撫で。底部

はへう磨き暗文か。

①褐色②普通③口縁部

の一部欠損④砂粒を含

む｡ 

1６ 椀 １６９ □●● ７３３ １ 

胴部は内湾し、口縁部

は短く、外傾し、内面

に稜を持つ。底部は小

さな平底。

口縁部ヨコナデ。胴部

は横方向のへラ磨き。

底部へラ削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

ヘラ磨き。

①淡褐色②普通③完形

④砂粒を含む。⑤内面

の器面の荒れ顕著。

1７ 高坏

口縁部破片。下部に稜

を持ち大きく開く。口

唇端部を薄くする。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①赤褐色②普通③口縁

部のみl/3④砂粒を含

む｡ 

1８ ｆｉｔ 1４．２ 

口縁部破片。頚部から

直線的に開く。口唇

部は尖る。

口縁部ヨコナデ。縦方

|可のへラ磨き。

口縁部ヨコナデ。暗文

状の縦方向のへラ磨

き ○ 

①褐色②普通③口縁部

のみl/2④輝石を含む。

1９ １１１ 
胴部破片。そろばん玉

状を呈する。

横方向のへラ磨き。 へラ撫で。 ①褐色②良好③胴部の

み1/２｡ 



Ｆ５－１４号住居趾（図３３－１～９）

⑪②。③
④．⑤ 

鯰

二上 “ 

5８ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 霊解g鰹③残存

１ 坏

８０ ●● ４５ １ 

底部は丸底。口縁部は

端部内imが僅かに肥厚

し、外傾しながら立ち

上がる。胴部との境に

は明脈な稜を持つ。

口縁部はヨコナデ。底

部はへう磨き。

｢1縁部はヨコナデ。底

部は暗文状のへラ膳

き ◎ 

①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。

２ 坏

４．６ 

１５．８ 

底部は丸底。口縁部は

外傾しながら立ち上が

る。胴部との境の稜は

あまりIﾘj瞭ではない。

口縁部から底部周辺ま

でヨコナデ。底部はへ

ラ撫で。

'二1縁部から胴部下位ま

でヨコナデ。底部はへ

ラ撫で。

①淡赤褐色②酸化③完

形④砂粒を含む。

３ 坏

６．３ 

1４．８ 

底部は小さな平底。胴

部は内湾ぎみに立ち上

がり、口縁部は直立す

る。胴部との境の稜は

明瞭ではない。

'二1縁部ヨコナデ。胴部

はへう磨き。底部はへ

ラ撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

は底部から暗文状のへ

ラ癖き。

①暗褐色②酸化③口縁

部の一部を欠損④小礫

を含む｡⑤赤色塗彩か。

４ 坏

５．０ 

1４．０ 

底部は浅い丸底。口縁

部は侭かに内傾する。

胴部との境には明瞭な

稜を持ち、張')出す。

口縁部ヨコナデの後略

文状の横方向のへラ膳

き。底部はハケ目。

全面にヨコナデの後暗

文状のへラ磨き。

①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。

５ 坏

５．３ 

1３．１ 

底部は丸底。口縁部は

直立する。胴部との境

にはIﾘl瞭な稜を持ち、

張り'1}す 。

口縁部ヨコナデの後暗

文状のへラ磨き。底部

ヘラ撫で。

口縁部ヨコナデの後|畷

文状のへラ磨き。胴部

は横方向のへラ磨き。

①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。⑤内面

赤色塗彩か。器ｉｍの荒

れが顕著。

６ 椀

５．６ 

1３．９ 

胴部は内湾する。口縁

部は短く、外傾する。

｢|縁部内面には不明瞭

ながら稜を持つ。底部

は丸底。

口縁部ヨコナデ。胴部

は横方向のへラ磨き。

'二1縁部ヨコナデ。胴部

は暗文状のへラ磨き。

①赤褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。

７ 椀

７．２ 

1２．４ 

胴部は内椀する。口縁

部は短く、外(頃し、内

耐に稜を持つ。

'二1縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

口縁部ヨコナデ。底部

荒い撫で。

①淡褐色②酸化③2/３

④砂粒を含む。

８ 111 

４．２ 

底部は小さな平底で中

央がややくぼむ。胴部

は球形を呈する。

①淡褐色②酸化③胴部

のみl/2④砂粒を含む

⑤外面の荒れ顕著。

９ 甕 ７１３ ■●● ４６８ ２１ 
胴部は球形を呈する。

口縁部は頚部から〈の

字に耐'''1し外傾する。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①赤茶褐色②酸化③4／

5④砂粒を含む⑤外面

に黒斑。



遺物観察表

Ｆ５－１８号住居趾（図33-10～15）

戸’

Ｆ４－１８号住居趾（図３４．図３５－１．２、ＰＬ､25）

〒 １１１ 
L￣ 牌

5９ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 霊緋豊耀
③残存

10 椀 ６５２ ●●● ５２４ １ 

胴部は内湾して立ち上

がる。口縁部は}ﾘj瞭な

稜を持ち、やや内傾す

る ｡ 

口縁部はヨコナデ。胴

部は横方ｌｆ１のへラ磨

き ◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

は放射状のへラ磨きに

よるlWf文。

①茶褐色②酸化③完形

④糖選⑤外面に黒斑。

11 坏

５．９ 

1４．８ 

４．６ 

底部は小さい平底を呈

する。胴部はハの字状

に開き、口縁部で僅か

に段を持つ。

口縁部はヨコナデ。胴

部はへう|宵き。

口縁部ヨコナデ。放射

状のへラ磨きによる暗

文。

①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む⑤内面に

黒斑。

1２ 台付の椀

1２．６ 

椀部のみ。Ｉｌｉｊ部は下部

に僅かに稜を持ち、内

湾しながら立ち上が

る。口縁部は短く僅か

に外反する。

口縁部ヨコナデ。胴部

は撫での後にへう暦

き ◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ|=|の後へラ磨き。

①淡褐色②酸化③椀部

のみ完形④砂粒を含む

⑤内面は赤色塗彩か。

外面は二次焼成か。

1３ 護 ２４１ ●●□ １５６ ２１ 
胴部は球形を呈する。

頚部はくの字に屈''1１

し、口縁部は端部で外

反する。底部は丸底風

の平底。

口縁部はヨコナデ。胴

部はへう撫で。底部周

辺にへう瞬き。

口縁部ヨコナデ。胴部

から底部はへう磨き。

①褐色②酸化③完形④

砂粒を含む⑤外面は二

次焼成により器面の－

部剥落。

1４ 甕

1７．６ 

胴部は球形を呈する。

頚部はくの字に屈曲す

る。口縁部はilLI線的に

ひらき、端部で僅かに

外反する。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①淡褐色②普通③l/２

④砂粒を含む⑤外面に

は吹きこぼれ痕。

1５ 甕

３７６ ●●■ ２６７ ３１ 
胴部は球形を呈する。

最大径は胴上部ある。

底部は小さく['１央部が

くぼむ。頚部はくの字

に届IIl1する。口縁部は

肥厚し、下部に僅かに

段を持ち、直線的に開

〈 ｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

は撫で、一部にへう膳

き ｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう磨き。

①淡褐色②普通③口縁

部の一部を欠損④砂粒

を多く含む⑤外面に黒

斑｡底部は二次焼成か。

番号 器形 法量 器形の特徴 外ｉ(ｌｉ調整 内ｉｉｌｉ調整 窒緋畳
焼成③残存
備考

1 坏

4.3 

1３．５ 

胴部は浅く、口縁部は

肥厚し、外反する。外

面にはlﾘＭな稜を持

つ
｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

は手持ちへラ削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう磨きによる放射

状'１冊文。

①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む⑤内外面

に黒斑。

２ 坏

3.5 

1３．８ 

胴部は浅く、口縁部は

外面に稜を持ち、直立

する。端部で僅かに外

反◎ 

口縁部ヨコナデ胴部は

手持ちへラilillり 。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう磨きによる放射

状暗文。

①樋褐色②酸化③完形

④砂粒を含む⑤口唇

部、Ⅲ部外面の荒れ顕

著。



３ 

|Ⅶ 

斎'。
６ 

７ 

８ 唾
９ 

10 

１１ 

１３ ■蝿

6０ 

番号 器形 法堕 器形の特徴 外面調整 内面調整 ①色調②焼成③残存
④胎士⑤備考

３ 坏 ００ ●● ４３ １ 

胴部は浅く、［｣縁部は

外面に稜を持ち、内傾

する 。

口縁部ヨコナデ。Ⅲ部

手持ちへラｉＩｊＩり。

手持ヨコナデ、へラ膳

きによる放射状略文。

①褐色②酸化③口縁部

l/2欠損④精選。

４ 坏 ６５ ●■ ４３ １ 

胴部は浅く、口縁部は

外面に稜を持ち、外反

ぎみに立ち_|為がる。

｢1縁部ヨコナデ。胴部

手持ﾉ）へラ削り。

ヨコナデ、へラ磨きに

よる放射状暗文。

①褐色②酸化③口縁部

一部欠損④砂粒を含

む◎ 

５ 坏

3.7 

1１．４ 

胴部は浅く、口縁部は

外面に稜を持ち、僅か

に外伽する。口唇部は

丸く雌かに外反。

口唇部ヨコナデ。胴部

へラiIiUl)。

ヨコナデ◎ ①明褐色②酸化③[二1縁

部の一部欠損④砂粒を

含む◎ 

６ 坏

4.9 

1３．２ 

胴部は比較的深い。口

縁部は稜を持ち、僅か

に外傾。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。

ヨコナデ◎ ①明褐色②酸化③l/２

④砂粒を含む。

７ 坏

3.1 

11.8 

胴部は浅く、口縁部は

外iiiに稜を持ち、直立

し、端部で外反する。

'二|縁部ヨコナデ。胴部

手持ちへラ削'１)。

ヨコナデ、へラ膳きに

よる放射状暗文。

①褐色②酸化③l/3④

砂粒を含む⑤口縁部内

外面の荒れ顕著。

８ 坏

７．２ 

1７．６ 

口縁部は｢'１央に段を持

ち、胴部との境の外面

に稜を持つ。僅かに外

傾する。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう撫で。

'二|縁部ヨコナデ。lllil部

は横方向のへラ膳きの

後へラ磨きによる放射

状暗文。

①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。

９ 椀 8.9 

9.3 

胴部は球形を呈する。

｢1縁部は僅かに段を持

ち直立する 。

口縁部ヨコナデ。Ⅲ部

へラｉＩｉＩ１)。

に1縁部ヨコナデ。胴部

へラ磨き。

①淡褐色②鹸化③l/３

欠損④精選。

1０ 椀 ８．２ 

1２．６ 

胴部は内湾し、口縁部

は聴く蝿かに外反す

る。内１ｍに稜を持つ。

'二|縁部ヨコナデ。胴部

はハケ［1の後撫で。

口縁部ヨコナデ。胴_上

'1にハケ目 。

①茶褐色②酸化③口縁

部のみl/3④砂礫を合

む。

1１ 喪 ０６ ●● ０９ ３１ 
胴部は１１１央部が張る。

口縁部は頸部から緩や

かに外反する。

口縁部ヨコナデ。l11iil部

へラ撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③完形

④砂粒を含む⑤外面の

器而の荒れ顕著。

1２ 饗

1１．７ 

胴部は球形を呈する。

口縁部は段を持ち、直

立する。口唇部内面に

は一条の沈線によって

段を作る。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

[二1縁部ヨコナデ０ ①淡褐色②普通③l/２

④砂粒、輝石を多く含

む｡ 

１３ 椀

１０．０ 

１１．９ 

８．２５ 

胴部は僅かに内湾す

る｡口縁部は稜を持ち、

内傾して端部で立ち_上

がる 。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラiliIり。底部へラ削

り ◎ 

ヨコナデ。 ①燈褐色②酸化③完形

④砂粒を多く含む⑤外

miに黒斑。

1４ １１．２ 

長胴誕。口縁部は大き

く外反する。

'二1縁部ヨコナデ。胴部

ｿﾞ、フ I） ０ 

'二|縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①褐色②普通③底部欠

損④砂粒、輝石を多く

含む⑤外面に黒斑。



遺物観察表

竿

Ｆ５－１１号住居趾（図３５－３～１０、ＰＬ､26）

雛i彗蒋’
３ 藤１

6１ 

番号 器形 法重 器形の特徴 外面調整 内面調整 ①色調②焼成③残存
④胎士⑤備考

1５ 甑

０５ ●● ０６ １１ 
胴は内湾する。口縁部

は肥厚し、外面に僅か

に段を持つ。口縁端部

で僅かに外反する。底

部は丸底で７孔を有す

る ｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②酸化③完形

④精選⑤外面の上半部

の器面の荒れが顕著。

１６ 甕

2１．１ 

胴部は球形を呈する。

口縁部は頚部から僅か

に外(頃して開く。口縁

端部内面には一条の沈

線によって段を持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。頚部へラ撫

で｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で

①茶褐色②普通③胴下

半部欠損④砂礫を多く

含む◎ 

図3５

１ 
甕 ４８３ ●●● ５１４ ３２ 

長胴饗。口縁部で大き

〈外反する。

口縁部はヨコナデ。胴

部はへう削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

は撫で。

①茶褐色②普通③完形

④砂粒、小礫を含む。

２ 饗 ０９４ ●●■ ００４ ４２ 
長胴甕。口縁端部で外

反する 。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③完形

④砂粒、小礫を含む。

⑤外面に黒斑。

番号 器形 法埜 器形の特徴 外面調整 内面調整 ①色調②焼成③残存
④胎土⑤備考

３ 坏

３．６ 

1１．６ 

胴部は浅く、口縁部は

外面に稜を持ち僅かに

外傾する。口縁端部は

やや膨らむ。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう削りか。

口縁部ヨコナデ。 ①淡燈褐色②酸化③完

形④砂粒を含む。

４ 坏

４．０ 

１２．１ 

胴部は浅く、口縁部は

稜を持ち、外傾して開

〈。口縁端部膨らむ。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう削りの後撫で

か。

ヨコナデ｡ ①淡榿褐色②酸化③完

形④砂粒を含む。

５ 坏

4.6 

1３．２ 

胴部は浅く、口縁部は

稜を持ち、直立する。

稜部は外に張り出す。

口縁部ヨコナデ。胴部

は手持ちへラ削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう磨きによる放射

状の暗文。

①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。

６ 坏

3.8 

11.8 

胴部は浅く、口縁部は

稜を持ち、ほぼ直立す

る。口縁端部は膨らむ。

口縁部ヨコナデ。 口縁部ヨコナデ。 ①淡榿褐色②酸化③完

形④砂粒を含む。

７ 尚 坏

7.4 

１１．６ 

7.9 

坏部は浅く、段を持ち、

口縁端部は外反する。

脚部は太く、短く裾部

で開く。

口縁部はヨコナデ。胴

部から脚部にかけてへ

ラ撫で。

口縁部ヨコナデ。''111部

ヨコナデ。

①淡褐色②酸化③完形

④砂粒、砂礫を含む。

８ 片口 ７５２ の●●８３７ １ 

胴部は僅かに内湾しな

がら立ち上がり、口縁

部は稜を持ち、内傾す

る。口縁端部で僅かに

肥厚する。

口縁部ヨコナデ。胴部

は横方向のへラ削り。

底部手持ちへラ削り。

片口部は指の押さえに

よって作り出す。

全面にヨコナデ。 ①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。



し ULi'’ 

Ｆ４－３号住居趾遺物観察表（図35-12～１４）

⑪。②。③
④⑥ 

Ｆ４－５号住居趾遺物観察表（図３５－１５．１６）

Ｆ５－１６号住居趾遺物観察表（図35-11）

6２ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 ①色調②焼成③残存
④胎土⑤備考

９ 甕 ０４９ ⑤●■ ８９４ ３１ 
長胴甕。口縁部で大き

<外反する。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう撫で。

①茶褐色②普通③完形

④砂粒、輝石を含む。

1０ 甕 ０２８ ●■● ４０３ ３２ 
長胴甕。口縁部で大き

く開く。口縁部に僅か

に段を持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

はへう削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①淡褐色②普通③完形

④砂粒を含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整
①色調②焼成③残存
④胎土⑤備考

１２ 坏

３．８ 

１３．７ 

全体に浅く、底部は偏

平な丸底。胴部と口縁

部境に僅かに稜を持

つ
◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

手持ちへラ削り。

ヨコナデ◎ ①淡燈褐色②酸化③完

形④砂粒を含む。

1３ 坏

３．８ 

１５．３ 

全体に浅く、底部は偏

平な丸底。口縁部は外

反し、胴部との境に稜

を持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

手持ちへラ削り。

ヨコナデ◎ ①淡灰褐色②酸化③2／

3④砂粒を含む。

1４ 坏

底部は偏平な丸底。口

縁部は端部で僅かに外

反する。

口縁部ヨコナデ胴部へ

ラ削り。

ヨコナデ。 ①淡榿褐色②酸化③1／

4④砂粒を含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整
①色調②焼成③残存
④胎土⑤備考

1５ 坏

３．２ 

1２．４ 

底部は偏平。口縁部は

外傾する。

口縁部ヨコナデ。底部

へラ削り。

ヨコナデ◎ ①淡燈褐色②酸化③完

形④砂粒を含む。

1６ 甕
口縁部は．の字状を皇

する。器壁は薄い。

口縁部ヨコナデ。胴部

横方向のへラ削り。

口縁部ヨコナデ。 ①淡燈褐色②普通③1／

3④砂粒を多く含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整
①色調②焼成③残存
④胎土⑤備考

１１ 坏

3.3 

1２．８ 

底部は偏平で、口縁端

部は内湾する。

口縁部ヨコナデ。胴部

手持ちへラ削り。

ヨコナデ｡ ①淡燈褐色②酸化③完

形④砂粒を多く含む。



遺物観察表

Ｆ４－２５号住居趾遺物観察表（図３６－１．２）
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Ｆ５－２４号住居趾遺物観察表（図３６－３～８）
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Ｆ４－１５号住居趾遺物観察表（図３６－９）

火
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6３ 

番号 器形 法蓮 器形の特徴 外１ｍ調整 内ｉＨｉ調整 窒鯉豊耀
③残存

1 甕
2１．７ 

口縁部は頚部から僅か

に外傾しながら立ち

部で外反する。ｌﾘ]瞭な

．の字とはならない。

口縁部ヨコナデ。一部

に指頭圧痕。胴部は横

方向のへラi1illり。

ヨコナデ｡ ①茶褐色②普通③l/３

④砂粒を多く含む。⑤

器壁は薄い。

２ 坏 ８２２ 口●●２１９ １ 

浅く底部は偏平。口縁

部は外傾。端部は僅か

に内湾。

口縁部ヨコナデ。底部

ヘラ削り。

ヨコナデ０ ①淡褐色②酸化③l/５

④砂粒を含む。

番号 器形 法埜 器形の特徴 外ｉｌＩｉ調整 内面調整 雛甥耀
③残存

３ 坏 1２．８ 

底部は偏平な丸底。口

縁部は侭かに内湾ぎみ

に外|頃する。

口縁部ヨコナデ。 ヨコナデ◎ ①淡褐色②酸化③l/４

④砂粒を含む。

４ 
須恵器

杯

４．０ 

1２．２ 

底部は平底。口縁部は

外傾して端部で僅かに

外反する。

ロクロ成ilU。底部は静

1k糸切り。

①灰色②還元③l/4④

石英粒、白色鉱物粒を

含む。

５ 甕 2１．７ 

口縁部は蝋部から直立

し端部で外反する。器

壁は薄い。

口縁部ヨコナデ。胴部

横方liUのへラ削り。

ヨコナデ。 ①茶褐色②普通③l/４

④砂粒を含む。

６ 饗
５９２ ●●● ６８４ ２１ 
底部は小さい。胴部は

上半部に最大径を持

つ。口縁部には僅かに

段を持ち、．の字状を

呈する。端部は肥厚す

る 。

[二1縁部ヨコナデ。指頭

圧痕が残る。胴部へラ

削り。

ヨコナデ。 ①褐色②普通③完形④

砂粒を含む⑤底部から

胴部下半部にスス。

７ 打製石斧

長さ

1１．７ 

分銅形を呈する。薄い

剥片を１１jいて周辺を粗

く調整する｡粘板岩製。

８ 土製勾玉
長さ

3.5 

①褐色②普通③完形④

砂粒を含む。

番号 器形 法載 器形の特徴 外ｉ、調整 内面調整 g鯉豊耀③残存

９ 甕
2０．３ 口縁部は内(頃して端部

で外反する。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

ヘラ撫で。

①茶褐色②普通③l/５

④砂粒を含む。



Ｆ５－１９号住居趾遺物観察表（図36-10～１５）
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Ｆ４－２３号住居趾遺物観察表（図３７－１）

6‘ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛翠
残存

１０ 饗 2２．３ 

．の字状口縁を呈す

る。口縁端部が肥厚す

る 。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラｉＩｉＩり。

口縁部ヨコナデ０ ①茶褐色②普通③口縁

部のみl/2④砂粒含む

１１ 饗 1９．１ 

口縁部は頚部から内傾

し、端部で外反する。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。

ヨコナデ。 ①淡褐色②普通③口縁

部のみ1/5④砂粒含む。

１２ 饗 2２．１ 

．の字状口縁を呈す

る。’二1縁端部が肥厚す

る ０ 

口縁部ヨコナデ。 ヨコナデ０ ①茶褐色②普通③口縁

部のみl/2④砂粒含む。

1３ 熟
1１．１ 

口縁部は頸部から僅か

に内傾し、端部で外反

する。頚部と口縁部と

の境には段を持つ。

'二|縁部ヨコナデ。胴部

へラi1jIり ０ 

ヨコナデ。 ①淡褐色②普通③l/３

④砂粒を含む。

1４ 
須恵器

杯

3.1 

1３．４ 

７．７ 

口縁部は外傾する。外

面に段を持つ。

ロクロ成型。底部は|回｜

転糸切りの後周縁へラ

調躯。

①灰白色②還元③完形

④砂粒、小礫を含む。

1５ 
須恵器

坏

3.9 

５．６ 

口縁部は外傾し、端部

で僅かに肥厚する。

ロクロ成型。底部は|回Ｉ

転糸切り。

①灰色②還元③1/2④

白色鉱物粒を含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛至言鰹③残存

1６ 甕 ８２８ ●●● ０３３ ３２１ 
底部径が大きく、胴部

は肩部に最大径を持

つ。口縁部は短く、く

の字に外傾する。

口縁部ヨコナデ。胴上

部へラ撫で。下部へラ

iﾘリ ◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①茶褐色②酸化③l/２

④砂粒、小礫を多く合

む◎ 

１７ 蕊

2４．８ 口縁部は肥厚し、大き

く外傾して､面をなす。

口唇端部には僅かに段

を持つ。

口縁部ヨコナデ胴部は

横方向のへラ削り。

口縁部ヨコナデ。 ①淡褐色②還元普通③

上半部のみ完形④砂粒

を含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛翠g鰹
③残存

１ 
須恵器

坏

3.9 

1２．６ 

５．２ 

口縁部は外傾し口唇部

で僅かに肥厚する。

ロクロ成K1o底部は回

転糸切り。

①灰色②還元③2/3④

砂粒を含む。



遺物観察表

Ｆ４－１０号住居趾遺物観察表（図３７－２～21、ＰＬ､28）

6５ 

番号 器形 法塗 器形の特徴 外ｉｎｉ調整 内面調整 窒麟g鰹③
残存

２ 
須恵器

椀 ７０６ ●●● ５４６ １ 

口縁部は外傾し端部で

肥厚する。付け高台。

ロクロ成型。底部は回

転糸切りの後付け高台

で調盤。

①灰色②還元③1/2④

砂粒を含む。

３ 
須恵器

椀 ９２ｌ ●●■ ７６８ １ 

付け高台。口縁部は外

傾し口唇端部で肥厚す

る ｡ 

ロクロ成型。底部は回

転糸切りの後付け高台

で周縁調雛。

①灰色②還元③完形④

褐色粘土粒を含む。

４ 
須恵器

椀 １０２ ■●● ６４６ １ 

付け高台。’二1縁部は外

傾し口唇端部で僅かに

肥厚する。

ロクロ成ｌｌｌ。底部は回

転糸切りの後付け高台

で周縁調整。

①灰色②還元③完形④

褐色粘土粒を含む。

５ 
須恵器

杯 ４２６ ●■● ３２５ １ 

口縁部は外I頃し端部で

肥厚する。

ロクロ成型。底部は回

転糸切り。

①灰色②還元③1/2④

白色鉱物粒を含む。

６ 坏 ０２１ ０●● ３１６ １ 

口縁部は外価する。 ロクロ成型。底部は静

1上糸切り。

①燈褐色②酸化③4/５

④片岩を含む。

７ 坏

４．８ 

1３．１ 

６．４ 

口縁部は外傾し、端部

で僅かに肥厚する。

ロクロ成型か。撫で。

底部は|回|転糸切りか。

①灰褐色②酸化③完形

④小礫を含む。

８ 坏 ３５４ ●●● ４２８ １ 

口縁部はやや内湾ぎみ

に立ち上がり、口唇部

で短く外傾する。

口縁部ヨコナデ。底部

手持ちへラiLiIり。

ヨコナデ｡ ①茶褐色②酸化③先形

④小礫､粘土粒を含む。

９ 坏

４．１ 

1２．６ 

８．９ 

口縁部は外傾する。外

面に僅かに段を持つ。

口縁部ヨコナデ。底部

周縁のみへラ削り。

ヨコナデ◎ ①暗褐色②酸化③完形

④精選。

1０ 坏 １１４ ●Ｑ● ４２２ １１ 

口縁部は外伽する。外

面に僅かに段を持つ。

口縁部ヨコナデ。底部

手持へラilillり。

口縁部ヨコナデ◎ ①茶褐色②酸化③完形

④小礫を含む。

11 坏

3.9 

1３．１ 

口縁部は外(頃する。外

面に僅かに段を持つ。

口縁部ヨコナデ。底部

手持ちへラi1illり。

口縁部ヨコナデ。 ①茶褐色②酸化③l/４

④糀選。

1２ 椀 ４７０ ●●● ６３８ １ 

口縁部は僅かに内湾

し、端部で外傾する。

外面には段を持つ。高

台部は短くハの字に開

き、端部は肥厚する。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。底部ヨコナ
１－牛

弓丁 。 砂底を残す。

細かなへラ磨き。 ①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。

1３ 坏 １１１ ●●● ４２６ １ 

口縁部は外|頃する。外

面に僅かに段を持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラiljUり。底部はへう

削り。砂底を残す。

ヨコナデ０ ①綴褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。
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Ｆ４－９号住居趾遺物観察表（図37-22）

Ｆ５－２３号住居趾遺物観察表（図３８－１～６，ＰＬ､27）

.｣￣ 
６６ 

.Ⅳ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外ｉｉｉｉ調整 内面調整
①色調②焼成③残存
④胎二11⑤備考

１４ 坏 ５１１ ０●● ４３７ １ 

口縁部は外傾する。 ｢1縁部ヨコナデ。胴部

ヘラi1il]り。底部はへう

削りの後砂底。

'二1縁部ヨコナデ胴部へ

ラ磨き。

①淡褐色②酸化③完形

④砂粒を含む。⑤外i【ｌｉ

黒斑。

１５ 坏 １４６ ●●● ４２６ １ 

口縁部は外傾し、端部

は肥厚する。

'二1縁部ヨコナデ。胴部

ｿﾞ、フ り。底部は砂底

の後周縁へラ削り。

内黒｡細かなへラ磨き。 ①淡褐色②酸化③完形

④精選

1６ 石製紡錘車 １．５ 

平面形は}']形。断面形

は台形。’'１央にｌ孔。

全ｉｍに研Ｉ騨痕有り。 ①茶褐色③l/2④頁岩。

１７ 饗 1１．８ 

．の字状口縁を呈す

る ｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

'、フ り 。

ヨコナデ０ ①茶褐色②普通③l/５

④精選。

１８ 鍵 1３．８ 

．の字状口縁を呈す

る 。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り ◎ 

ヨコナデ｡ ①茶褐色②普通③1/５

④砂粒を含む。

1９ 饗 1３．８ 

．の字状口縁を呈す

る。口縁端部は肥厚す

る ◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

ヘフ り ◎ 

口縁部ヨコナデ。頭部

にへう押さえ痕。

①茶褐色②普通③1/３

④砂粒を含む。

2０ 鍵 2０．６ 

．の字状'二1縁を呈す

る。口唇端部に段を持

つ
。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラl1iリリ。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③口縁

部のみ完形④砂粒含

む｡ 

2１ 甕
1９．８ 

1二1縁部は直立し端部で

外反する。’二1縁部外面

には段を持ち稜を成

す０ 

口縁部ヨコナデ。胴部

へラi1jIり。

口縁部ヨコナデ。胴部

ヘラ撫で

①淡褐色②普通③1/３

④砂粒を含む。

番号 器形 法堂 器形の特徴 外面調整 内面調整 g農翠豊耀③
残存

2２ 甑 ７１５ ●●● ６３７ １２ 
口縁部は僅かに内湾す

る。口縁部は短く僅か

に外反。底部は焼成後

に抜かれ甑として転用

されている。

口縁部ヨコナデ。胴部

/、フ り ０ 

口縁部ヨコナデ。胴部

へラの撫で。

①淡褐色②普通③l/３．

④砂粒を多く含む⑤口

縁部に補修孔を持つ。

番号 器形 法堂 器形の特徴 外ｉＩｌｉ調整 内［(ｌｉ調整 g牌g鰹③残存

１ 
須恵器

坏

５．４ 

1３．６ 

６．５ 

口縁部は健かに内湾す

る。口縁端部は僅かに

肥厚し、内面に稜を持

つ。付け高台。

ロクロ成型。底部は回

転糸切りの後高台張り

付け ｡ 

①灰色②還元③完形④

砂粒、白色鉱物粒を含

む。



遺物観察表

「 覇

Ｆ５－２号住居趾遺物観察表（図３８－７～９）

Ｆ５－５号住居趾遺物観察表（図38-10～12）

6７ 

● 

番号 器形 法並 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛翠豊麟③残存

２ 椀 ８９９ ●●● ５５７ １ 

口縁部は外傾する。付

け高台。

ロクロ成型。底部は静

止糸切りの後高台張り

付け。

①淡褐色②酸化③1/２

④砂粒、小礫を含む。

３ 甕

口縁部は内Ｉ項して端部

で外反する。

口縁部ヨコナデ。胴部

横方１句のへラ削り。

ヨコナデ◎ ①淡褐色②普通③l/５

④砂粒、褐色粘土粒を

含む。

４ 甕
．の字状口縁を呈す

る。外面に稜を持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。

ヨコナデ。 ①淡褐色②普通③l/５

④砂粒を含む。

５ 砥石 安'１１岩製。－部欠損。

６ 石錘
６．２ /(}閃石安||｣岩製。頭部

と頂部に孔を持つ。

番号 器形 法埜 器形の特徴 外面調整 内面調整
焼成
備考
③残存

９ 甕
口縁部は端部で外反す

る ０ 

口縁部ヨコナデ。Ⅲ部

へラ削り。

ヨコナデ。 ①褐色②普通③l/5④

砂粒を含む。

1０ 甕
．の字状口縁を呈す

る。

口縁部ヨコナデ。lllil部

へラ削り。

ヨコナデ０ ①淡褐色②普通③l/４

④砂粒を含む。

１１ 砥石 凝灰岩製｡一部を欠損。

番号 器形 法泣 器形の特徴 外面調瀧 内面調整 ①色調②焼成③残存
④胎士⑤備考

１０ 
須恵器

杯
3.5 

口縁部は外傾、端部で

肥厚する。

ロクロ成型。底部は|回１

転糸切り。

①灰色②還元③1/2④

砂粒を含む。

１１ 坏

４．７ 

1３．０ 

６．０ 

口縁部は外傾する。 口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。底部へラi1jl

り 。

ヨコナデ◎ ①褐色②酸化③完形④

砂粒を含む。⑤内面口

縁部にタールの付着。

1２ 甕
．の字状口縁を呈す

る。端部は肥厚する。

口縁部ヨコナデ。Ⅲ部

へラ削り。

ヨコナデ◎ ①褐色②普通③l/6④

砂粒、粘土粒を含む。



Ｆ５－６号住居趾遺物観察表（図38-13～１９、ＰＬ２７）

し,

１５ iｌ 

〕
ワ
ー
１
１
 

２１．１ 

卜

Ｆ５－１０号住居趾遺物観察表（図38-20～21）

6８ 

番号 器形 法重 器形の特徴 外面調整 内面調整 &徽豊
焼成③残存
備考

1３ 饗
口縁部は短く外反す

る。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。

'二1縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③l/５

④砂礫を含む。

1４ 椀 ８３８ ■●● ６３６ １ 

口縁部は内湾ぎみに立

ち上がる。高台部は端

部が開く。付け高台。

口縁部ヨコナデ。胴部

ヘラ削り。

横方向のへラ膳き゜ ①淡褐色②酸化③l/２

④精選。

１５ 
灰釉

１１１１ ８５５ ●●● ２１６ １ 

付け高台。内iiiiに段を

持つ。口縁部は大きく

開く。高台部は断iiii三

角形。

ロクロ成型。底部は|回１

転糸切りの後高台張り

付け。袖は底部を除い

て全面にかかる。

口縁部全面に釉がかか

る ○ 

①灰|当1色②還元堅繊③

完形④粘選。

1６ 椀
口縁部は内湾ぎみに立

ち上がる。

口縁部へラ磨き。Ⅲ部

削りの後へラ磨き。

内黒｡細かいへラ磨き。 ①淡褐色②酸化③l/５

④精選。

1７ 灘 ５９６ ●ＤＣ ７０７ ２２ 
口縁部は短く、健かに

外傾し、僅かに稜を侍

つ。端部は肥厚する。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。底部は未調

整｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

縦方向のへラ撫で。

①淡褐色②普通③l/２

④砂礫を含む。

1８ 饗
2１．１ 

口縁部は頚部で催かに

内傾し、端部で短く、

外反する。端部は肥厚

する ｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

ヘラ尚リリ。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①淡褐色②普通③l/４

④砂粒を含む。

1９ 羽釜

1７．２ 

口縁部は僅かに内湾す

る。口唇端部は平坦に

調整されている。鍔は

断面三角形に成されて

いる 。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。

①淡褐色②酸化普通③

l/4/④砂粒を含む。

番号 器形 法重 器形の特徴 外面調整 内面調離 離籍鰹③残存

2０ 坏

３．５ 

1２．１ 

口縁部は外傾する ０ 口縁部ヨコナデ。底部

へラ削り。

ヨコナデ。 ①淡褐色②酸化③2/３

④精選。砂粒を含む。

2１ 
須恵器

杯 ９９３ ●●● ２２７ １ 

口縁部は外傾する。 ロクロ成煕ﾘ。底部は|回Ｉ

転糸切り。

①灰白色②還元③2/３

④精選｡黒色鉱物含む。



遺物観察表

Ｆ５－７号住居趾遺物観察表（図３９－１～４）

Ｆ５－９号住居趾遺物観察表（図３９－５）

⑪。②.③
④．⑥ 

Ｆ５－１７号住居趾遺物観察表（図３９－６～13）

１ 

１４．０ 

LIi 

6９ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外ｉｉＩｉ調整 内面調整 窒鰹g鰹③残存

1 
須恵器

坏
３．２ 

口縁部は外傾する 。 ロクロ成l<1．底部は厄１

転糸切り。

①灰色②還元③1/4④

砂礫、白色鉱物含む。

２ 坏
口縁部は直立する。 口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。

ヨコナデ◎ ①淡褐色②酸化③l/５

④砂粒を含む。

３ 饗
口縁部は端部で外反す

る ○ 

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ削り。

ヨコナデ｡ ①橘褐色②普通③l/５

④砂粒を含む。

４ 鍵
口縁部は外反する。 口縁部ヨコナデ。胴部

'、フ リ ◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①褐色②普通③l/4④

砂粒を含む。

番号 器形 法堂 器形の特徴 外、ｉ調整 内面調整 離籍鰹③
残存

５ 変
頚部で内湾し口縁部で

僅かに開く。

'二|縁部ヨコナデ。胴部

縦方ｌｒ１のへラ削り。

口縁部ヨコナデ。胴部

ヘラ撫で。

①燈褐色②普通③l/５

④砂礫を含む。

番号 器形 法載 器形の特徴 外、ｉ調整 内面調整 雛囎耀③残存

６ 坏
胴部は薄い平底。口縁

部は僅かに内湾する。

口縁部ヨコナデ。底部

へラilillり ◎ 

ヨコナデ０ ①淡褐色②酸化③1/３

④砂粒を含む。

７ 坏
胴部は薄い平底。口縁

部は外I頃する。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラiLjllり 。

ヨコナデ◎ ①淡褐色②酸化③1/３

④精選。

８ 
須恵器

坏

３．３ 

1２．４ 

口縁部は外伽する。底

部周辺に稜を持つ。

ロクロ成ｌｌＵ。底部は回

転へラililll） ◎ 

①灰色②還元③l/2④

精選｡白色鉱物粒含む。

９ 
須恵器

蓋

４．０ 

1７．２ 

つまみ部はボタン状を

呈す。縁には返りを侍

つ
｡ 

ロクロ成型。 ①灰白色②還元③l/２

④精選。砂粒を含む

10 
須恵器

坏

５．３ 

1２．９ 

口縁部は外Ｉｕｉける。付

け高台。

ロクロ成型。底部は回

転へラｉｌｉＩｌ)の後付け高
_△、
「】 ０ 

①灰白色②還元③l/２

④砂粒を含む。

11 甕 ２１．５ 

．の字状口縁を呈す

る ０ 

口縁部ヨコナデ。胴部

へラｉＩｊＩｌ)。

[-1縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①褐色②普通③口縁部

のみl/2④砂粒を含む。



⑪②.③ 
③．⑤ 

Ｆ５－２１号住居趾遺物観察表（図39-14）

'三
Ｆ５－２０号住居趾遺物観察表（図39-15～18、ＰＬ､28）

⑪②‐③ 
④．⑥ 

卜 |＝ 

厩１８ 

Ｆ５－２２号住居趾遺物観察表（図39-19～25）

7【）

番号 器形 法重 器形の特徴 外ｉｉｉｉ調整 内面調整 雛翠言鰹③残存

1２ 喪 1４．１ 

口縁部はくの字に屈ｌＩｊｌ

し外傾する。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で○ 

'二1縁部横方向のへラ膳

き゜１１１１部縦方向のへラ

瞬き。

①褐色②普通③l/3④

砂粒を含む⑤18号住居

｣Ｉｌｌ２の遺物の混入。

1３ 石製紡錘IlZ

１．９ 

５．６ 

平面形は''1形断面形は

台形｡ﾉｩ閃石安'１１岩製。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 ①色調②焼成③残存
④胎士⑤備考

1４ 砥石 頁岩製。－部欠損。

番号 器形 法童 器形の特徴 外面調整 内面調整 窓麟豊耀③
残存

1５ 羽釜
2０．８ 

口縁端部は断面形四角

形に調雅され稜を成

す。鍔は断面三角形を

呈す｡ 

ヨコナデ。 ヨコナデ｡ ①淡燈褐色②酸化堅繊

③口縁部のみ1/5④精

選。小礫を含む。

１６ 椀

5.8 

1５．０ 

口縁部は外傾。端部は

肥厚する。付け高台。

ロクロ成liU。 ①淡褐色②酸化③l/２

④砂粒を含む。

1７ 椀

5.6 

1４．５ 

8.1 

口縁部は外傾する。台

部は短く、開く。付け

高台。

ロクロ成型。底部は|回１

１臓糸切りの後付け高
.と‐、
'二１ ０ 

①淡褐色②酸化③2/３

④砂粒を含む。

1８ 椀 1４．１ 

器高が薄く、口縁部は

大きく開く。付け高台

[1縁部ヨコナデ。胴部

'、ソ ')。底部は砂底

を残す。

ヨコナデ｡ ①淡褐色②酸化③2/３

④精選。砂粒を含む。

番号 器形 法還 器形の特徴 外ｉ｢ｉｉ調整 内面調整 離籍
焼成③残存
備考

１９ 
須恵器

坏

3.5 

1３．２ 

底部は偏平な丸底。口

縁部は蝿かに内湾。

口縁部ヨコナデ。胴部

へフi1iIり。底部手持ち

へラ削Ｉ)。

口縁部ヨコナデ｡ ①淡擶褐色②酸化③完

形④砂粒を含む。

2０ 
須恵器

坏

4．２ 

１３．９ 

８．０ 

口縁部は外傾する。底

部は僅かに突出する。

ロクロ成型。底部は回

転へフi1illりの後周辺へ

ラi1ilI1)。

①灰色②還元③完形④

砂粒を含む。⑤底部に

は鑑書有り。



遺物観察表

雨
Ｆ５－Ｂｔ．ｕ・ｖ－２９．３０グリツト出土遺物観察表（図４０－１～15）

１３ '１１雨
.i-J 

悪
7Ｊ 

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 雛翠豊鰹③残存

2１ 
須恵器

坏

口縁部は外傾し端部で

僅かに肥厚する。

ロクロ成型。 ①灰色②還元③l/5④

砂粒を含む。

2２ 
須恵器

杯

口縁部は外傾する。 ロクロ成型。 ①灰色②還元③l/5④

精選。砂礫を含む。

2３ 
須恵器

坏 ８１１ ■●● ４８７ １ 

口縁部は外傾し端部で

肥厚する。高台部を欠

損する 。

ロクロ成型。底部は回

転糸切りの後付け高

台。

①灰色②還元③2/3④

砂粒を含む。

2４ 
須恵器

坏

4.0 

1３．７ 

口縁部は外傾し底部に

僅かに段を持つ。

ロクロ成型。底部は回

転糸切りの後周縁へラ

調整。

①灰褐色②還元③完形

④砂粒､白色鉱物含む。

2５ 須恵器

６．４ 

1４．９ 

口縁部は外傾し端部で

外反する。

ロクロ成型。底部は回

転糸切りの後付け高

台｡ 

①灰色②還元③2/3④

砂礫、白色鉱物含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 ①色調②焼成③残存
④胎士⑤備考

１ 甕
口縁部は直線的に開く

内面には稜を持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目の後へラ撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①茶褐色②普通③口縁

部のみl/3④砂粒含む。

２ 甕
口縁部は外反する。 口縁部ヨコナデ。頚部

ハケ目 。

全体にハケ目。 ①淡褐色②普通③口縁

のみ1/6④輝石含む。

３ 高坏 1８．５ 

坏部のみ。口縁部は直

線的に開く。下部に僅

かに稜を持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

縦方向のへラ磨き。

口縁部ヨコナデ。胴部

ヘラ磨き。

①褐色②普通③坏部の

み2/3④精選。

４ 椀

口縁端部が内湾する。 口縁部横方向のへラ磨

き。胴部は縦方向のへ

ラ磨き。

口縁部横方向のへラ磨

き。胴部縦方向のへラ

磨き 。

①淡褐色②良好③口縁

部のみl/4④精選。

５ 台付き甕
Ｓ字状口縁を呈する。 口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目 ｡ 

口縁部ヨコナデ。 ①淡褐色②普通③口縁

部のみ1/8④砂粒含む。

６ 台付き甕

Ｓ字状口縁を呈する。 口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目 ◎ 

口縁部ヨコナデ。胴部

撫。

①淡褐色②普通③口縁

で部のみ1/8④砂粒含

む。

７ 台付き饗
Ｓ字状口縁を呈する。 口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目 ｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③口縁

部のみl/8④砂粒含む。

８ 台付き甕
S字状口縁を呈する。

口唇端部は薄い。

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③口縁

部のみl/2④砂粒含む。

９ 台付き甕
Ｓ字状口縁を呈する。

口唇端部は薄い。

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③口縁

部のみ1/4④砂粒含む。



Ｆ５－Ｂｇ－３１グリツト出土遺物観察表（図40-16～25、ＰＬ２２）

〆２

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整
①色調②焼成③残存
④胎土⑤備考

1０ 台付き甕
Ｓ字状口縁を呈する。 口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目 ｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③口縁

部のみl/8④砂粒含む。

1１ 台付き甕
S字状口縁を呈する。 口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目 ｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③口縁

部のみl/8④砂粒含む。

1２ 小型土器 ３１３ ■■● ４２２ 
手樫ね。頚部と底部で

くびれる。

①淡褐色②普通③完形

④砂粒を含む。

１３ 甕 １１．３ 

口縁部は僅かに外i頃す

る。頚部は緩やかに屈

曲する 。

全面にＲＬ縄文を施文

する。口唇端部にも施

文○ 

こまかな暗文状のへラ

磨き ◎ 

①淡褐色②良好③上半

部のみ完形④精選。

１４ 甕 1１．９ 

口縁部は僅かに外反す

る ｡ 

全面に４本歯の櫛状工

具による波状文が施さ

れる ○ 

横方向のへラ磨き。 ①茶褐色②普通③l/４

④精選。

１５ 高坏 ４８４ ●●● ６９８ 
坏部は口縁端部で内湾

脚柱部は短く裾部で内

湾する ○ 

成型が粗雑。口縁部ヨ

コナデ。全面に撫で。

□縁部ヨコナデ。坏部

は撫での後にへう磨

き ◎ 

①淡褐色②普通③裾部

を欠損④砂粒を含む。

番号 器形 法量 器形の特徴 外面調整 内面調整 霊鰹豊篤馨③残存

1６ 甕 1４．３ 

口縁部はくの字にｍＩｉｌｌ

し外傾する。胴部は球

形を呈する。

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目の後へラ撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目 。

①茶褐色②普通③l/２

④砂粒を含む。

１７ 甕 1４．５ 

口縁部はくの字に届ｌｌｌｌ

し外|頃する。

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目の後へラ撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目 ◎ 

①茶褐色②普通③l/３

④砂粒を含む。

1８ 坏
－－ 

局 1４．２ 

脚部のみ。脚柱部は丸

みを帯び、裾部は太き

く開く。

裾部はヨコナデ。縦方

向のへラ磨き。

裾部ヨコナデ。脚柱部

は撫でにより絞り痕を

消す。

①淡褐色②普通③脚部

のみ完形④精選。

1９ 高坏
1９．９ 

脚部のみ。脚柱部は膨

らみを持たない。裾部

は大きく開き、段を持

つ｡ 

裾部はヨコナデの後へ

ラ磨き。脚柱部はへう

磨き ◎ 

ヨコナデ０ ①淡褐色②普通③脚部

のみ完形④砂粒、粘土

粒を含む。

2０ 饗 １６３ ０●０ ４２４ １１ 
口縁部はくの字に屈曲

し外(頃する。胴部は下

膨れの球形を呈す。底

部は丸底風の平底｡ 

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫で。全体に成型

が不良。

口縁部ヨコナデ。胴部

ハケ目の後撫で。

①淡褐色②普通③2/３

④小礫を含む。



遺物観察表

①淡榿褐色②普通③

④砂粒、粍

⑤器壁０

昌色②良好③

④精選。, 

①淡褐色②普通⑧

④ 

丁
Ｆ５－Ｂｌ．ｍ－３０．３１Ｇ出土遺物観察表（図４１－１～６，ＰＬ２３、２４）

7３ 

番号 器形 法重 器形の特徴 外面調整 内面調整 窒鰹豊耀
③残存

2１ 坏

６．２ 

1４．１ 

器高は深く、底部は丸

底。口縁部は内湾ぎみ

に立ち上がり端部で内

傾する。外面には段を

有する。

口縁部ヨコナデ。 口縁部ヨコナデ。 ①淡榿褐色②普通③完

形④砂粒、粘土粒を含

む。⑤器壁の荒れが顕

箸。

2２ 坏

５．０ 

1５．２ 

４．４ 

底部は小さな平底。胴

部は大きく広がり端部

で直立する。外面には

稜を持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ磨き。

口縁部ヨコナデ。胴部

放射状のへラ磨き。

①赤褐色②良好③2/３

④精選。砂粒を含む。

2３ 坏 ２５６ ■●● ５３３ １ 

底部は小さな平底。胴

部は大きく広がり口縁

部は胴部から内傾ぎみ

に直立する。外面には

明瞭な稜を成す。

口縁部ヨコナデ。胴部

は横方向のへラ磨き。

底部へラ磨き。

口縁部ヨコナデ。胴部

放射状のへラ磨き。

①淡茶褐色②良好③完

形④精選｡砂粒を含む。

2４ 甕 2０．３ 

口縁部破片。口縁部は

くの字に届Ｉｌｌ１し、端部

で外反する。

口縁部ヨコナデ。胴上

部撫で。下部横方向の

ヘラ削り。

口縁部ヨコナデ。胴上

部撫で。下部縦方向の

ヘラ削り。

①淡褐色②普通③l/３

④砂粒を含む。

2５ 甕 1７．７ 

口縁部はくの字に屈曲

し端部で外反する。口

縁部はやや肥厚する。

口縁部ヨコナデ。胴部

縦方向のハケ目。

口縁部ヨコナデ。胴部

ヘラ撫で。

①淡褐色②普通③口縁

部のみ完形。

番号 器形 法童 器形の特徴 外面調整 内面調整
①色調②焼成③残存
④胎土⑤備考

１ 甕
２９８ ●●● １５７ ２１ 
胴部は中央部に最大径

を持ち球形を呈するが

下半部は底部に向かつ

て直線的にすぼまる。

口縁部は短く外傾ぎみ

に立ち上がる。

口縁部ヨコナデ。頚部

には指頭圧痕が見られ

る。胴部は横方向のへ

ラ磨き。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①茶褐色②良好③完形

④小礫、白色パミスを

含む。

２ 甕 ６０３ ●●■ ９８５ １１ 
口縁部はくの字に屈IHI

し、端部で外反する。

胴部は球形を呈する。

口縁部ヨコナデ。胴部

上部へラ撫で。下半部

へラ削り。

口縁部ヨコナデ胴上部

撫で下部へラ削り。

①淡褐色②普通③完形

④小礫を多く含む。

３ 甕 ５６２ ●●● ３５６ ２１ 
口縁部はくの字に屈曲

し外傾端部で外反す

る。胴部はやや張る。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③完形

④砂粒を含む。⑤外面

にススの付着。

４ 甕 ８５５ ●●● ７８６ ２１ 
口縁部はくの字に屈ｌｌ１

し外反する。端部は僅

かに肥厚する。胴部は

球形で中央部に最大径

を持つ。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫での後へラ磨き。底

部へラ撫で。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡褐色②普通③l/２

④砂粒を含む。⑤外面

に黒斑。
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番号 器形 法堂 器形の特徴 外ｍｌｉ調整 内面調整 雛壷冨耀③
残存

５ 饗

3３．８ 

８．５ 

口縁部はくの字に屈ｌｌｌ１

し端部で段を持ち直立

する。胴部はやや細長

い球形を呈し底部は突

出する。

口縁部ヨコナデ。胴部

はハケ目の後へラ側

で｡ 

胴部は撫で。 ①淡褐色②普通③口縁

部を欠損④砂粒を含む

⑤外面に黒斑。口縁部

の裏面の器壁の剥落が

顕著。

６ 艶 ７２６ ●●● ７６５ ２１ 
口縁部はくの字に屈Ｉｌｌ１

し外傾。端部は肥厚す

る。胴部はやや細長い

球形を呈す。

口縁部ヨコナデ。胴部

へラ撫での上にへう膳

き 。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫で。

①淡燈褐色②普通③完

形④砂粒を含む。⑤外

iHiに黒斑。

７ １１１ 

１７．１ 

１３．３ 

胴部は球形を呈するが

下部は直線的にすぼま

る。底部は丸底。口縁

部は直線的に開き端部

が催かに内湾する。

口縁部縦方|ﾋﾞﾘのへラ膳

き。胴部横方向のへラ

瞬き。

口縁部ヨコナデ０ ①赤褐色②普通③完形

④砂粒を含む。

８ 高坏 ９３２ ●●● ５９４ １１１ 
坏部は外傾し端部で僅

わに内湾する。下部に

稜を持つ。脚柱部は紬

〈僅かに膨らみを持

つ｡裾部は大きく開く ◎ 

坏部は撫での後縦方lrd

の略文状のへラ磨き。

脚部iWIlにも暗文状のへ

ラ膳き。

坏部は撫での後Ｉ１ＩＰｆ文状

のへラ磨き。脚部は撫

で。脳1柱部は絞り痕を

撫で消し。

①淡褐色②普通③完形

④砂粒を含む。

９ 椀
1１．３ 

口縁部は内湾しながら

立ち_上がり、端部で短

く外伽する。内面に稜

を持つ。

口縁部ヨコナデ。 口縁部ヨコナデ。胴部

は撫での後へラ磨き。

①淡褐色②普通③1/２

④精選。

１０ 坏

4.9 

1３．２ 

底部は丸底で胴部は内

湾し端部で内傾する。

口縁部はへう磨き。胴

部はへう削りの後へラ

磨き。

口縁部ヨコナデ。胴部

撫での後暗文状の放射

状へラ磨き。

①燈褐色②普通酸化③

完形④砂粒含む⑤底部

に黒斑。



図24．縄文時代の出土遺物
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図25．弥生時代の出土遺物（１）

／ 

ロ
ロ

● 
｢￣￣弓

典
磧

承承

iiiiii薑篝臺董 Ⅲ 二二２J'１ 才

－１ 

ﾄﾞﾍ（ 
（ 

s、
９ 

揮辮:ＩＩＢ鋤

！ 蝋 1曇jHｵラ恩蕊
鼬 蕊i霧/↑iV；

灘
２ ､寒く、鷺

Eﾆｰﾗﾌ 

／ 
Ｌ 

、

､ 

'二テロ，ロ
、ＬＬ、、

rJj?三誉■刀
僕１１完

抄
星

､<ili(： 
、 爪

業 、／２２２１ 

、
ノ

讓琴

一一一一一一一一一・一

一一二一一一 .､、ロー了.､仇－ハロ.
■.▲ 

夕

已●-■
P●ム

ーヘミ・÷●OＧ￣■■－ 
．．.■..[ｑ1-■..｡ ｑい

り｡｡､.で伊一cグ。
．－.端9パい‘
－.ｄ－ｚＬも.

{－－ｑＴＯ￣か
△0｡－ 

ｂ 

Ｓ 

が季､一･｡ｑ
￣ 

凸■ Ｇ 

､ 

【－．．噂.乏呂･･も、 Wiil鰹
2３ 

リロルlJTJUJ'

入
１
／

／
い
、

２９ 
２６ ２７２８ 

１～７．Ｆ４－４号住、８～10.Ｆ４－２号住、１１～21.Ｆ５－８号住、２２～30.Ｆ４－１３号住居

7６ 



図26．弥生時代の出土遺物(2)
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図27．弥生時代の出土遺物(3)
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図28．弥生時代の出土遺物(4)
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図29．古墳時代前期の出土遺物（１）
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図30．古墳時代前期の出土遺物(2)
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図31．古墳時代前期の出土遺物(3)、古墳時代中期の出土遺物（１）
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図32．古墳時代中期の出土遺物(2)
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図33．古墳時代中期の出土遺物(3)
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図34．古墳時代後期の出土遺物（１）
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図35．古墳時代後期の出土遺物(2)
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図36．奈良・平安時代の出土遺物（１）
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図37．奈良・平安時代の出土遺物(２
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図38．奈良・平安時代の出土遺物(3)
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図39．奈良・平安時代の出土遺物(4)
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図40．グリッド出土遺物（１）
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図41．グリッド出土遺物(2)
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1Ｖ 成果と問題点

１３軒の住居｣111:が検出された。これらの資料に

ついては、すでに一部を公表し、３期４細分を

行い、さらに赤井戸式土器を弥生時代後期後半

から古墳時代前期の土器と位置付けた｡その後、

いくつかの遺跡で資料の増加をみているが、拙

稿の中でⅢ期とした資料の出土が多く、古く位

置付けた１，１１期の資料の報告はない。このこ

とから、やはり赤井戸式土器は新しいのではな

いかという疑念が生kじるが、しかし、昭和61年

度調査粕川村西迎遺跡第20号住居趾（図

４４－１）､昭和62年度調査の同村前原遺跡３号住

居靴出土遺物、さらには、前橋市荒砥前原遺跡

堤頭遺跡では、１軒のみ確認された綱文時代

前期後半の住居壮を除き、弥生時代後期後半か

ら奈良．平安時代にかけての住居ill:が54軒確認

された。遺跡の周辺の遺物の散布状況からは、

まだかなりの数の住居壮の存在が予想される。

ここでは、今回発掘区域内に確認された54軒の

住居iltの出土遺物を検討し、遺跡の時間的な変

遷をとらえ、まとめとしたい。なを、出土遺物

の分類、時間的変遷観について、赤井戸期につ

いては小島の分類に、古墳時代｢'二１期以降につい

ては坂口一の分類を基準とする。

赤井戸式期

IiliMiIiiHilM 

鶴
二.GE白

綾

６ 

匡一

に一

１ 

ii蕊iiI1ii鰯

騨溌ii蝋１１職

２ ４ 

lXI44亦城'11南葹地域の亦井戸式土器の杣形
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Ⅳ成果と問題点

５Ｔ２号住居｣1t(図４４－２）､同５Ｔ３号堅穴('又’

４４－３)、同２号住居吐出士遺物（図４４－４）、

伊勢崎市西太田遺跡５号住居11t(図４４－６)、同

135号住居111:（図４４－５）等の出二ｔ遺物の一部に

は、群馬県で弥生時代中期後半とされる竜見ｌｌ１１

式期の土器群の中に赤井戸式土器の萌芽を示唆

するような資料が存在する。これらの資料から

すれば赤井戸式土器の存続年代を弥生時代後期

全般にまで及ぶものと考えて行かねばならない

だろう。今後は増加しつつ赤城''１南麓地域の弥

生時代中期土器群からの分析と、古墳時代前期

土器群からの遡行的な分析が不可欠となろう。

ここではＦ４－４．６号住居jll上（図２５－１

～７，図２６－１～９）→Ｆ５－８，Ｆ４－３２号

住居趾（図25-11～21,図２８－９～18）→Ｆ５

－２５号住居111：（図26-10～１３）という変遷をと

らえ、それぞれ、赤井戸IIa期、ＩＩｂ期、Ⅲ期

に該当できる。これらの資料について、一応、

３世紀後半から４世紀前半の年代観を与えてお

く。

古墳時代前期

明らかに古墳時代前期に位置付けることので

きる住居illはＦ５－１号住居hli（図２９．３０，図

３１－１～４）１軒のみである。多くの検討すべ

き内容をもっている資料であるが、とりあえず

４世紀中葉の年代観を与えておきたい。

古墳時代中期（５世紀の土器）

本遺跡では、Ｆ４－ｌｌ(図３２－５～１０)、１２(図

32-11～25)、１７(図32-1～８）、２２(図３２－９

～１３)､29(図32-14～19)号住居ｆＩＬＦ５－ｌ４(図

33-1～9)、１８（図33-10～15）号住居吐の計７

軒、それに土器集中部２カ所（図40-16～15,

図41-1～６）の一括土器を当該期の資料とし

て取り上げることができる。ただし、これらの

資料の中には須恵器の伴出した資料はない。

該期は坂口によりＩ～Ｖまでの５段階に分け

られている。本遺跡出土資料の内、この坂口編

年のＩ段階を明瞭に示す資料はない。ただし、

Ｂ１．ｍ－３０．３１グリッド出土土器（図4１－１

～１０）は口縁端部が僅かに内I頃する大型tll（'又’

４１－７）や膨らみを持ち、上位がくびれる脚柱

部を持つ高坏（図４１－８）などの存在からＩ段

階に近い位置付けが可能であろう。１１段階はＦ

４－１２，２２，２９号住居ｉｌＬＦ５－ｌ８号住居il上、

Bg-31グリッド出土遺物、Ｈ１段階はＦ4-11,

17号住居i''二、１V段階はＦ５－１４号住居itをそれ

ぞれあてることができる。既に公表している当

村の前田遺跡の資料では、同様にＩ段階が欠落

しているが、１１段|借は前田３号住居牡、Ⅲ段階

は前田１号住居jLlLIV段階が前田２号住居il上に

該当しよう。論の受容時期は本遺跡ではIH段階

からと考えられる。赤城山南麓地域の遺跡でも

竈の受容はこのⅢ段階を前後する時期にあたっ

ている。

古墳時代後期（６～７世紀の土器）

本遺跡では３軒の住居111が検出されている。

該期の資料は、坂口により111～Ｘ段階までの８

段階に分けられている。そのうち、Ｆ４－１８号

住居i''二（図34,図３５－１，２）が坂口編年の1Ｖ

段階、Ｆ５－１１号住居illX図35-3～10)、がＶ

段階、Ｆ４－３号住居11t（図35-12～14）がVlll

ないしはⅨ段階に比定されよう。

奈良・平安時代（７～11世紀の土器）

本遺跡では最も住居軒数が多く２７軒が検出さ

れている。坂口によればＩからXIV段階に分け

られている。

Ｆ４－３号住居吐（図35-12～14）がⅡ段階、

Ｆ５－１７号住居吐（図３９－６～13）が1V段階、

Ｆ５－７（図３９－１～４）、２２（図39-19～22）

号住居iILがVl段階、Ｆ４－ｌＯ（図３７－２～21)、

Ｆ５－２４（図３６－３～８）号住居吐がⅨ段|階、

Ｆ４－ｌ５（図36-10～15）住居｣1ｔがIＸないしＸ

段階、Ｆ５－２０（図39-15～１８）号住居吐がＸ１

段|偕、Ｆ４－２４（図36-16,17)、Ｆ５－６（図

38-14～20)、９（図３９－５）号住居趾がＸＶＩ段

階にそれぞれ比定されよう。

以上、堤頭遺跡の集落は弥生時代後期から古

墳時代前期にかけて３段階、古墳時代前期１段

９６ 



リ|用参考文献

小島純一１９８３赤井戸式土器について

麻４t優編『人lli遺跡遺物―わが考古

学諭集１－』

坂、－１９８６余良・平安時代の｣全器の編年一住居
ほか

のrli複と共伴関係による土器型式組

ダリの検討－

１脚ｳ県史研究２４

坂口-1986古墳時代後期の土器編年一三ツ寺

Ｈ１遺跡を中心とした土師器と須恵器

の平行関係一

群馬文化208号

坂口－１９８７群馬県における古墳時代中期の土

器編年一共伴脱I係による土器型式組

列の検討一

群馬県埋蔵文化財調査事業団研究

紀要４

鹿田雄三l986UlI1古墳群、｜と1藤・新宿古墳群と粕

111村の古墳分布一古墳分布からみた

地域拡大一

『粕川村の遺跡一遺跡詳細分布調査報

告書一』

粕111村教育委員会編

平野進一ｌ９７６群馬県前橋巾荒砥前原遺跡一赤城

’11南麓における弥生時代中期から後

期にかけての住)苫111とその出」名遺物

について信濃２８－４

藤巻幸男1985荒砥前原遺跡赤石城11k
ほか

群,鴨県教育委員会

村田喜久雄１９８２西太田遺跡
ほか

（ﾉ}勢ｌｌｆＴ１ｊ教育委員会

階、古墳時代中期４段階、古墳時代後期３段階、

奈良・平安時代７段階という１８段|暗の変遷が予

測される。このことからすると堤頭遺跡iの発掘

区域内では一時期、１軒ないし２～３軒での構

成となる。そして、古墳時代1'１期の初頭、古墳

時代後期の初頭、９～１１世紀における数回など、

何回かの集落の途絶がみられる。また、古墳時

代'1]期のⅡ、111段|階は最も住居｣111数が増えると

いうことが指摘できる。

これらのことから、堤頭遺跡は廃絶型の集落

としてとらえられるかもしれない。しかし、最

初に述べたように、今回の調査は遺跡全体の僅

かの部分の調査でしかなく、集落の継続の問題

については、周辺の調査の結果を待って吟味し

ていきたい。

また、古墳時代中期に遺構数が増えるという

現象がみられるが、この傾向はこの堤頭遺跡で

の特殊事情ではなく、これまでの粕川村全体の

遺跡分布あるいは既調査遺跡からの成果からす

れば、むしろ、粕川地区全体の傾向としてとら

えることができる。

この点は、すでに鹿田雄三により、県内でも

より古い群集墳のひとつである粕川村膳所在の

白藤古墳群の分析などを通して、５世紀代の開

発にからむ地域的な特質としてとらえられるの

ではないかという見通しが立てられている（鹿

田1986)。今後は、この白藤古墳群のより精微

な整理分析を通して、この古墳時代'１１期から古

墳時代後期初頭の粕川村における遺跡の増加と

集落の大型化の問題について深化していきた

い。今後の大きな課題の一つである。
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